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■総合理工学研究科博士前期課程 教育課程表

授業科目教育課程表

○印必修

区分 授業科目
単
位
数

必
選
の
別

週時間数

科目ナンバリング１年 ２年

前 後 前 後

総
合
教
養
科
目

技術英語演習Ⅰ 1 2 FL-511

技術英語演習Ⅱ 1 2 FL-512

英語プレゼンテーション技法 1 2 2 FL-513

エネルギー環境工学特論 2 2 LA-541

研究の作法 2 2 LA-542

インターンシップ 2 2 2 LA-543

環境保全技術特論 2 LA-544

国際技術経営特論 2 LA-545

技術と知的財産権 2 2 LA-546

Global Careers in Asia, Adv. 2 2 LA-547

IoT for SDGs 2 2 LA-54A

Sustainable Cyber-Physical Systems 2 2 LA-54B

特別講義(教養Ⅰ) 2 LA-549

総
合
基
礎
科
目

偏微分方程式特論 2 2 SE-511 IT-511 AU-511

離散数学特論 2 2 SE-512 IT-512 AU-512

解析幾何学特論 2 2 SE-513 IT-513 AU-513

応用数値解析特論 2 2 SE-532 IT-532 AU-532

量子力学特論Ⅰ 2 2 SE-521 IT-521 AU-521

量子力学特論Ⅱ 2 2 SE-522 IT-522 AU-522

分析化学特論 2 2 SE-526 IT-526 AU-526

化学反応特論 2 2 SE-527 IT-527 AU-527

統計力学特論 2 2 SE-523 IT-523 AU-523

特別講義(基礎Ⅰ) 1 2 SE-533 IT-533 AU-533

特別講義(基礎Ⅱ) 1 2 SE-534 IT-534 AU-534

機
械
専
攻

専
門
基
礎
科
目

機械工学基礎特論 2 2 MC-521

電子計測工学特論 2 2 MS-551

専
門
科
目

材料力学特論 2 2 MC-522

機械材料学特論 2 2 MC-571

流体力学特論 2 2 MC-552

流体工学特論 2 2 MC-551

内燃機関工学特論 2 2 MC-562

熱工学特論 2 2 MC-561

○印必修
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■総合理工学研究科博士前期課程 教育課程表

授業科目教育課程表

○印必修

区分 授業科目
単
位
数

必
選
の
別

週時間数

科目ナンバリング１年 ２年

前 後 前 後

総
合
教
養
科
目

技術英語演習Ⅰ 1 2 FL-511

技術英語演習Ⅱ 1 2 FL-512

英語プレゼンテーション技法 1 2 2 FL-513

エネルギー環境工学特論 2 2 LA-541

研究の作法 2 2 LA-542

インターンシップ 2 2 2 LA-543

環境保全技術特論 2 LA-544

国際技術経営特論 2 LA-545

技術と知的財産権 2 2 LA-546

Global Careers in Asia, Adv. 2 2 LA-547

IoT for SDGs 2 2 LA-54A

Sustainable Cyber-Physical Systems 2 2 LA-54B

特別講義(教養Ⅰ) 2 LA-549

総
合
基
礎
科
目

偏微分方程式特論 2 2 SE-511 IT-511 AU-511

離散数学特論 2 2 SE-512 IT-512 AU-512

解析幾何学特論 2 2 SE-513 IT-513 AU-513

応用数値解析特論 2 2 SE-532 IT-532 AU-532

量子力学特論Ⅰ 2 2 SE-521 IT-521 AU-521

量子力学特論Ⅱ 2 2 SE-522 IT-522 AU-522

分析化学特論 2 2 SE-526 IT-526 AU-526

化学反応特論 2 2 SE-527 IT-527 AU-527

統計力学特論 2 2 SE-523 IT-523 AU-523

特別講義(基礎Ⅰ) 1 2 SE-533 IT-533 AU-533

特別講義(基礎Ⅱ) 1 2 SE-534 IT-534 AU-534

機
械
専
攻

専
門
基
礎
科
目

機械工学基礎特論 2 2 MC-521

電子計測工学特論 2 2 MS-551

専
門
科
目

材料力学特論 2 2 MC-522

機械材料学特論 2 2 MC-571

流体力学特論 2 2 MC-552

流体工学特論 2 2 MC-551

内燃機関工学特論 2 2 MC-562

熱工学特論 2 2 MC-561

○印必修

■総合理工学研究科博士前期課程 教育課程表

区分 授業科目
単
位
数

必
選
の
別

週時間数

科目ナンバリング１年 ２年

前 後 前 後

機
械
専
攻

専
門
科
目

機械制御特論 2 2 MC-541

強度工学特論 2 2 MC-572

機械振動学特論 2 2 MC-531

新素材工学特論 2 2 MC-573

表面処理特論 2 2 MC-581

切削加工学特論 2 2 MC-582

ディジタル制御特論 2 2 MS-561

システム制御特論 2 2 MS-562

強度評価学特論 2 2 MS-522

材料強度学特論 2 2 MS-523

宇宙環境計測特論 2 2 MS-552

Antenna, Circuit Technology,

and Measurement Technology, Adv.
2 2 MS-553

伝熱工学特論 2 2 MS-541

ロボティクス特論 2 2 MS-571

メカトロニクス特論 2 2 MS-572

システム設計工学特論 2 2 MS-573

宇宙構造工学特論 2 2 MS-574

数値熱流体工学特論 2 2 MS-542

機械システム工学事例研究 1 1 MS-591

特別講義(機械Ⅰ) 2 MC-511

特別講義(機械Ⅱ) 2 MS-511

機械実習Ⅰ 2 ○ 2 MC-5Y1 MS-5Y1

機械実習Ⅱ 2 ○ (2) 2 MC-5Y2 MS-5Y2

機械特別研究Ⅰ 4 ○ (4) (4) 4 MC-5Z1 MS-5Z1

機械特別研究Ⅱ 4 ○ (4) (4) (4) 4 MC-5Z2 MS-5Z2

電
気
・
化
学
専
攻

専
門
基
礎
科
目

電気回路特論 2 2 EE-531

電気磁気学特論 2 2 EE-532

先端デバイス特論 2 2 EE-533

電気機器特論 2 2 EE-534

電力エネルギー特論 2 2 EE-535

生体医工学基礎特論 2 2 MD-544

臨床器械工学特論 2 2 MD-541

生体計測工学特論 2 2 MD-542

医用電子工学特論 2 MD-521

応用電気化学特論 2 2 AC-522

○印必修
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■総合理工学研究科博士前期課程 教育課程表

区分 授業科目
単
位
数

必
選
の
別

週時間数

科目ナンバリング１年 ２年

前 後 前 後

電
気
・
化
学
専
攻

専
門
基
礎
科
目

有機材料化学特論 2 2 AC-523

先端 X 線分析特論 2 2 AC-524

無機材料プロセス学特論 2 2 AC-561

専
門
科
目

ナノエレクトロニクス特論 2 2 EE-562

計算電子工学特論 2 EE-571

パワーエレクトロニクス特論 2 2 EE-572

電気機械安全特論 2 EE-581

電力システム工学特論 2 2 EE-582

プラズマ応用工学特論 2 2 EE-546

電気生理学特論 2 2 MD-545

外科治療学特論 2 2 MD-546

生体材料工学特論 2 2 MD-543

結晶化学特論 2 2 AC-551

物質変換化学特論 2 2 AC-552

コロイド化学特論 2 2 AC-541

機能性高分子材料学特論 2 2 AC-531

生体分子機能化学特論 2 2 AC-532

反応設計化学特論 2 2 AC-542

環境化学工学特論 2 2 AC-543

分子性材料設計特論 2 2 AC-533

ことづくりとひとづくり特論 2 2 EE-511

グローバルことづくり戦略特論 2 EE-512

ゲームチェンジ特論 2 2 EE-536

交通とまちづくり特論 2 2 EE-537

スマートコミュニティ特論 2 2 EE-538

IoT 計測通信制御特論 2 2 EE-541

IoT 応用とセキュリティ特論 2 EE-542

VR・CG コンテンツ制作特論 2 EE-543

原子力政策・応用特論 2 EE-544

ことづくり特別講義 2 2 EE-513

SDGs 特論 2 EE-514

技術者倫理特論 2 2 EE-515

特別講義(電気・化学Ⅰ) 2 2 EE-551

特別講義(電気・化学Ⅱ) 2 MD-547

○印必修
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■総合理工学研究科博士前期課程 教育課程表

区分 授業科目
単
位
数

必
選
の
別

週時間数

科目ナンバリング１年 ２年

前 後 前 後

電
気
・
化
学
専
攻

専
門
基
礎
科
目

有機材料化学特論 2 2 AC-523

先端 X 線分析特論 2 2 AC-524

無機材料プロセス学特論 2 2 AC-561

専
門
科
目

ナノエレクトロニクス特論 2 2 EE-562

計算電子工学特論 2 EE-571

パワーエレクトロニクス特論 2 2 EE-572

電気機械安全特論 2 EE-581

電力システム工学特論 2 2 EE-582

プラズマ応用工学特論 2 2 EE-546

電気生理学特論 2 2 MD-545

外科治療学特論 2 2 MD-546

生体材料工学特論 2 2 MD-543

結晶化学特論 2 2 AC-551

物質変換化学特論 2 2 AC-552

コロイド化学特論 2 2 AC-541

機能性高分子材料学特論 2 2 AC-531

生体分子機能化学特論 2 2 AC-532

反応設計化学特論 2 2 AC-542

環境化学工学特論 2 2 AC-543

分子性材料設計特論 2 2 AC-533

ことづくりとひとづくり特論 2 2 EE-511

グローバルことづくり戦略特論 2 EE-512

ゲームチェンジ特論 2 2 EE-536

交通とまちづくり特論 2 2 EE-537

スマートコミュニティ特論 2 2 EE-538

IoT 計測通信制御特論 2 2 EE-541

IoT 応用とセキュリティ特論 2 EE-542

VR・CG コンテンツ制作特論 2 EE-543

原子力政策・応用特論 2 EE-544

ことづくり特別講義 2 2 EE-513

SDGs 特論 2 EE-514

技術者倫理特論 2 2 EE-515

特別講義(電気・化学Ⅰ) 2 2 EE-551

特別講義(電気・化学Ⅱ) 2 MD-547

○印必修

■総合理工学研究科博士前期課程 教育課程表

区分 授業科目
単
位
数

必
選
の
別

週時間数

科目ナンバリング１年 ２年

前 後 前 後

電
気
・
化
学
専
攻

専
門
科
目

特別講義(電気・化学Ⅲ) 2 AC-591

電気・化学実習Ⅰ 2 ○ 2 EE-5Y1 MD-5Y1 AC-5Y1

電気・化学実習Ⅱ 2 ○ (2) 2 EE-5Y2 MD-5Y2 AC-5Y2

電気・化学特別研究Ⅰ 4 ○ (4) (4) 4 EE-5Z1 MD-5Z1 AC-5Z1

電気・化学特別研究Ⅱ 4 ○ (4) (4) (4) 4 EE-5Z2 MD-5Z2 AC-5Z2

共
同
原
子
力
専
攻

原子炉物理学特論 2 2 NE-531

原子炉設計学特論 2 2 NE-532

原子炉核工学特論 2 2 NE-533

原子力安全学特論 2 2 NE-561

原子力耐震工学特論 2 2 NE-551

原子炉構造力学特論 2 2 NE-552

原子炉熱流動学特論Ⅰ 2 2 NE-553

原子炉熱流動学特論Ⅱ 2 2 NE-554

原子力材料・燃料工学特論 2 2 NE-535

核融合炉学特論 2 2 NE-536

放射化学特論 2 2 NE-541

核燃料サイクル工学特論 2 2 NE-542

放射線計測特論 2 2 NE-571

原子炉計測特論 2 2 NE-537

放射線管理・医学生物学特論 2 2 NE-574

量子ビーム・核データ工学特論 2 2 NE-575

エネルギー政策学特論 2 2 NE-512

安全人間工学 2 2 NE-563

原子力プラント工学・プラント制御特論 2 2 NE-534

原子力耐震安全・リスク工学特論 2 2 NE-564

原子炉特別実験 2 2 NE-521

原子炉実習 2 2 NE-522

原子力システム工学演習Ⅰ 1 ○※ 1 (1) NE-5Y1

原子力安全工学演習Ⅰ 1 ○※ 1 (1) NE-5Y2

放射線計測工学演習Ⅰ 1 ○※ 1 (1) NE-5Y3

放射線応用工学演習Ⅰ 1 ○※ 1 (1) NE-5Y4

原子炉物理学演習 I 1 ○※ 1 (1) NE-5Y5

原子炉熱流動工学演習 I 1 ○※ 1 (1) NE-5Y6

原子力耐震工学演習 I 1 ○※ 1 (1) NE-5Y7

原子力システム工学演習Ⅱ 1 ○※ (1) 1 NE-5Y8

○印必修
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■総合理工学研究科博士前期課程 教育課程表

区分 授業科目
単
位
数

必
選
の
別

週時間数

科目ナンバリング１年 ２年

前 後 前 後

共
同
原
子
力
専
攻

原子力安全工学演習Ⅱ 1 ○※ (1) 1 NE-5Y9

放射線計測工学演習Ⅱ 1 ○※ (1) 1 NE-5YA

放射線応用工学演習Ⅱ 1 ○※ (1) 1 NE-5YB

原子炉物理学演習Ⅱ 1 ○※ (1) 1 NE-5YC

原子炉熱流動工学演習Ⅱ 8 ○※ (8) 8 NE-5ZD

原子力耐震工学演習Ⅱ 8 ○※ (8) 8 NE-5ZE

原子力システム工学特別研究 8 ○※ (8) 8 NE-5ZF

原子力安全工学特別研究 8 ○※ (8) 8 NE-5ZG

放射線計測工学特別研究 8 ○※ (8) 8 NE-5ZH

放射線応用工学特別研究 8 ○※ (8) 8 NE-5ZI

原子炉物理学特別研究 8 ○※ (8) 8 NE-5ZJ

原子炉熱流動工学特別研究 8 ○※ (8) 8 NE-5ZK

原子力耐震工学特別研究 8 ○※ (8) 8 NE-5ZL

自
然
科
学
専
攻

専
門
基
礎
科
目

物性物理学特論 2 2 NS-511

誘電体特論 2 2 NS-512

高分子科学特論 2 2 NS-513

専
門
科
目

理論物理学特論 2 2 NS-541

素粒子物理学特論 2 2 NS-531

原子核物理学特論 2 2 NS-532

生物物理学特論 2 2 NS-542

生物地球化学特論 2 2 NS-533

進化生物学特論 2 2 NS-534

宇宙科学特論 2 2 NS-535

惑星科学特論 2 2 NS-536

地質学特論 2 2 NS-537

古生物学特論 2 2 NS-538

数学特論Ⅰ 2 2 NS-543

数学特論Ⅱ 2 2 NS-544

自然科学実習Ⅰ 2 ○ 2 NS-5Y1

自然科学実習Ⅱ 2 ○ (2) 2 NS-5Y2

自然科学特別研究Ⅰ 4 ○ (4) (4) 4 NS-5Z1

自然科学特別研究Ⅱ 4 ○ (4) (4) (4) 4 NS-5Z2

建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
専
攻

専
門
基
礎
科
目

建築計画特論 2 2 AR-521

建築設計特論Ⅰ 4 8 AR-522

都市デザイン特論 2 2 AR-523

○印必修
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■総合理工学研究科博士前期課程 教育課程表

区分 授業科目
単
位
数

必
選
の
別

週時間数

科目ナンバリング１年 ２年

前 後 前 後

建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
専
攻

専
門
基
礎
科
目

建築生産特論 2 2 AR-531

地盤動力学特論 2 2 UC-571

地盤工学特論 2 2 UC-572

構造力学特論 2 2 UC-561

水理学特論 2 2 UC-551

総合演習ゼミ 1 2 UC-521

応用数理統計特論 2 2 UC-5B1

建設プロジェクトマネジメント特論 2 2 UC-5B2

国際建設マネジメント特論 2 2 UC-5B3

建設プロジェクトマネジメントシステム特論 2 2 UC-5B4

専
門
科
目

建築設計特論Ⅱ 4 8 AR-525

建築構法特論 2 2 AR-532

建築材料特論 2 2 AR-533

温熱環境学特論 2 2 AR-551

建築振動工学特論 2 2 AR-542

建築構造計画特論 2 2 AR-543

建築構造解析特論 2 2 AR-544

空気環境学特論 2 2 AR-552

近現代建築史特論 2 2 AR-526

日本建築構法史特論 2 2 AR-528

光環境学特論 2 2 AR-553

建築設備計画特論 2 2 AR-554

設計インターンシップⅠ 3 12 AR-571

設計インターンシップⅡ 4 16 AR-572

設計インターンシップⅢ 3 12 AR-573

コンクリート工学特論 2 2 UC-562

構造信頼性特論 2 UC-563

耐震工学特論 2 UC-5A1

水文気象学特論 2 2 UC-591

上下水道工学特論 2 UC-592

維持管理工学特論 2 2 UC-564

地域計画特論 2 UC-531

海岸工学特論 2 2 UC-593

空間情報科学特論 2 2 UC-532

ユニバーサルデザイン特論 2 2 UC-533

国際建設契約管理特論 2 2 UC-5B6
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■総合理工学研究科博士前期課程 教育課程表

○印必修

区分 授業科目
単
位
数

必
選
の
別

週時間数

科目ナンバリング１年 ２年

前 後 前 後

建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
専
攻

専
門
科
目

社会基盤情報マネジメント特論 2 2 UC-5B7

リスクマネジメント特論 2 UC-5B8

ＩＴプロジェクトマネジメント特論 2 2 UC-5B9

ＰＰＰ／ＰＦＩ特論 2 2 UC-5BA

国際コンサルティングエンジニアリング特論 2 2 UC-5BB

契約責任・建設紛争の構造特論 2 2 UC-5BC

BIM を基盤とした建設マネジメント特論 2 2 UC-5BD

労働安全衛生特論 2 2 UC-5BI

特別講義(建築都市デザインⅠ) 2 AR-512

特別講義(建築都市デザインⅡ) 2 UC-522

特別講義(社会基盤マネジメントⅠ) 1 1 UC-5BE

特別講義(社会基盤マネジメントⅡ) 1 1 UC-5BF

特別講義(社会基盤マネジメントⅢ) 1 1 UC-5BG

特別講義(社会基盤マネジメントⅣ) 1 1 UC-5BH

建築都市デザイン実習Ⅰ 2 ○ 2 AR-5Y1 UC-5Y1

建築都市デザイン実習Ⅱ 2 ○ (2) 2 AR-5Y2 UC-5Y2

建築都市デザイン特別研究Ⅰ 4 ○ (4) (4) 4 AR-5Z1 UC-5Z1

建築都市デザイン特別研究Ⅱ 4 ○ (4) (4) (4) 4 AR-5Z2 UC-5Z2

情
報
専
攻

専
門
基
礎
科
目

情報セキュリティ特論 2 2 CS-521

情報通信システム特論 2 2 EE-547

集積回路特論 2 2 EE-54A

情報理論特論 2 2 CS-551

計算数理科学特論 2 2 CS-553

無線通信特論 2 2 EE-54B

情報処理基礎及び同演習 3 4 CS-511 EE-52A IL-511

情報処理応用及び同演習 3 4 CS-512 EE-52B IL-512

統計工学特論 2 2 IL-531

マルチメディア情報処理特論 2 2 IL-532

サプライチェーンネットワーク特論 2 IL-533

機械学習特論 2 2 IL-534

専
門
科
目

制御理論特論 2 2 CS-552

信号処理特論 2 CS-541

コンピュータアーキテクチャ特論 2 2 CS-531

ソフトコンピューティング特論 2 2 IL-521

オペレーティングシステム特論 2 2 CS-533
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■総合理工学研究科博士前期課程 教育課程表

○印必修

区分 授業科目
単
位
数

必
選
の
別

週時間数

科目ナンバリング１年 ２年

前 後 前 後

情
報
専
攻

専
門
科
目

画像情報処理特論 2 2 CS-543

色彩工学特論 2 2

パターン情報処理特論 2 2 CS-544

通信システム工学特論 2 2 EE-54C

電波工学特論 2 2 EE-54D

集積化システム工学特論 2 2 EE-54E

強化学習特論 2 2 CS-554

自然言語処理特論 2 2 CS-545

現代脳計算特論 2 2 IL-574

Artificial Intelligence, Adv. 2 CS-555

通信信頼性工学特論 2 2 EE-54F

グローバルイノベーション特論 2 IL-565

数理情報工学特論 2 2 IL-561

経営情報特論 2 IL-562

ヒューマンインタフェース特論 2 2 IL-563

通信ネットワーク特論 2 2 IL-564

視覚情報工学特論 2 2 CS-547

画像解析特論 2 CS-546

データベース特論 2 2 IL-571

データ可視化特論 2 IL-572

ビッグデータ分析特論 2 2 IL-573

生理学的信号の非線形解析特論 2 2 IL-551

情報実習Ⅰ 2 ○ 2 CS-5Y1 EE-5Y6 IL-5Y1

情報実習Ⅱ 2 ○ (2) 2 CS-5Y2 EE-5Y7 IL-5Y2

情報特別研究Ⅰ 4 ○ (4) (4) 4 CS-5Z1 EE-5Z6 IL-5Z1

情報特別研究Ⅱ 4 ○ (4) (4) (4) 4 CS-5Z2 EE-5Z7 IL-5Z2

※共同原子力専攻の各演習Ⅰ・演習Ⅱ・特別研究は、指導教員が担当する科目のみ履修可能であり、必修科目とする。
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■総合理工学研究科博士後期課程 教育課程表

専
攻
名

科
目
区
分

必修科目名

年次及び単位数

科目ナンバリング3 年次 4 年次 5 年次
計

前 後 前 後 前 後

機
械

講
究

機械講究Ⅰ 4 4 MC-7Y1 MS-7Y1

機械講究Ⅱ (4) 4 4 MC-7Y2 MS-7Y2

研
究

機械特殊研究Ⅰ (4) (4) 4 4 MC-7Z1 MS-7Z1

機械特殊研究Ⅱ (4) (4) (4) 4 4 MC-7Z2 MS-7Z2

機械特殊研究Ⅲ (4) (4) (4) (4) 4 4 MC-7Z3 MS-7Z3

機械特殊研究Ⅳ (4) (4) (4) (4) (4) 4 4 MC-7Z4 MS-7Z4

電
気
・
化
学

講
究

電気・化学講究Ⅰ 4 4 EE-7Y1 MD-7Y1 AC-7Y1

電気・化学講究Ⅱ (4) 4 4 EE-7Y2 MD-7Y2 AC-7Y2

研
究

電気・化学特殊研究Ⅰ (4) (4) 4 4 EE-7Z1 MD-7Z1 AC-7Z1

電気・化学特殊研究Ⅱ (4) (4) (4) 4 4 EE-7Z2 MD-7Z2 AC-7Z2

電気・化学特殊研究Ⅲ (4) (4) (4) (4) 4 4 EE-7Z3 MD-7Z3 AC-7Z3

電気・化学特殊研究Ⅳ (4) (4) (4) (4) (4) 4 4 EE-7Z4 MD-7Z4 AC-7Z4

自
然
科
学

講
究

自然科学講究Ⅰ 4 4 NS-7Y1

自然科学講究Ⅱ (4) 4 4 NS-7Y2

研
究

自然科学特殊研究Ⅰ (4) (4) 4 4 NS-7Z1

自然科学特殊研究Ⅱ (4) (4) (4) 4 4 NS-7Z2

自然科学特殊研究Ⅲ (4) (4) (4) (4) 4 4 NS-7Z3

自然科学特殊研究Ⅳ (4) (4) (4) (4) (4) 4 4 NS-7Z4

建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン

講
究

建築都市デザイン講究Ⅰ 4 4 AR-7Y1 UC-7Y1

建築都市デザイン講究Ⅱ (4) 4 4 AR-7Y2 UC-7Y2

研
究

建築都市デザイン特殊研究Ⅰ (4) (4) 4 4 AR-7Z1 UC-7Z1

建築都市デザイン特殊研究Ⅱ (4) (4) (4) 4 4 AR-7Z2 UC-7Z2

建築都市デザイン特殊研究Ⅲ (4) (4) (4) (4) 4 4 AR-7Z3 UC-7Z3

建築都市デザイン特殊研究Ⅳ (4) (4) (4) (4) (4) 4 4 AR-7Z4 UC-7Z4

情
報

講
究

情報講究Ⅰ 4 4 CS-7Y1 EE-7Y6 IL-7Y1

情報講究Ⅱ (4) 4 4 CS-7Y2 EE-7Y7 IL-7Y2

研
究

情報特殊研究Ⅰ (4) (4) 4 4 CS-7Z1 EE-7Z6 IL-7Z1

情報特殊研究Ⅱ (4) (4) (4) 4 4 CS-7Z2 EE-7Z7 IL-7Z2

情報特殊研究Ⅲ (4) (4) (4) (4) 4 4 CS-7Z3 EE-7Z8 IL-7Z3

情報特殊研究Ⅳ (4) (4) (4) (4) (4) 4 4 CS-7Z4 EE-7Z9 IL-7Z4
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■総合理工学研究科博士後期課程 教育課程表

専攻名
研究指導科目

科目ナンバリング
（第３年次～第５年次）

共同原子力

原子力システム工学特殊研究 NE-7Z1

原子力安全工学特殊研究 NE-7Z2

放射線計測工学特殊研究 NE-7Z3

放射線応用工学特殊研究 NE-7Z4

原子炉物理学特殊研究 NE-7Z5

原子炉熱流動工学特殊研究 NE-7Z6

原子力耐震工学特殊研究 NE-7Z7

注：共同原子力専攻博士後期課程では単位制による科目の授業は行わない。

科目ナンバリング：YY-LMD

YY：科目区分 L：レベル M：科目群 D：識別番号

LA：総合教養科目(外国語以外)

FL：総合教養科目(外国語)

SE/IT/AU：総合基礎科目

MC：機械工学領域

MS：機械システム工学領域

NE：共同原子力領域

MD：医用工学領域

EE：電気電子工学領域

AC：応用化学領域

AR：建築学領域

UC：都市工学領域

NS：自然科学領域

CS/EE：情報工学領域

IL：システム情報工学領域

5：博士前期課程

7：博士後期課程

学部に準ずる

(各学部学修要覧参照)

Y(コースワーク)：実習・演

習・講究

Z(リサーチワーク)：特別

研究・特殊研究

1 から連番
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■教育職員免許状（専修免許状）の取得について

１．教育職員免許状について

＊平成４年度(1992 年度)から、教育職員免許法等の法令で定められた教育職員免許状（専修免許状）を取得することが

できる。

２．免許状の種類

＊本大学院課程で取得できる免許状の種類は、下記の通りである。

研究科 専攻      免許状の種類   (教科）

総合理工学研究科

機械専攻
中学校教諭専修免許状 （技術）

高等学校教諭専修免許状 （工業）

電気・化学専攻
高等学校教諭専修免許状 （理科）

高等学校教諭専修免許状 （工業）

共同原子力専攻
中学校教諭専修免許状 （理科）

高等学校教諭専修免許状 （理科）

自然科学専攻
中学校教諭専修免許状 （理科）

高等学校教諭専修免許状 （理科）

情報専攻 高等学校教諭専修免許状 （情報）

３．専修免許状取得に必要な資格・条件等

①修士の学位を有していること。

（または､修士の学位を有していない場合であっても､本大学院に 1 年以上在学し､大学院の授業科目を 30 単位以上修

得の者は､個人で申請することができる｡）

②専修免許状を取得するには、中学校または高等学校の１種免許状を取得しているか、または、同免許の取得に必要な

所定の単位を修得していなければならない。

＊１種免許状と大学院で取得できる専修免許状の学校種別(中学校、高等学校)の教科は同じでなければならない。

＊１種免許状を取得するための必要事項については、４月ガイダンス時に説明する。

③「教科に関する科目」を大学院履修要綱に従い、「総合理工学研究科博士前期課程教育課程表」授業科目の中から最低

修得単位である 24 単位以上（授業科目 30 単位以上中に､教科に関する科目 24 単位以上が含まれていること｡）を取得

すること。

＊該当する「授業科目」は、次ページ以降に列挙する。

４．免許状の申請

＊教育職員免許状は、都道府県の教育委員会に申請することによって、はじめて授与されるものである。この申請は、

それぞれが個人で居住する都道府県教育委員会に申請(個人申請)と、大学としてまとめて申請(一括申請)手続きがあ

る。本学は、免許状の申請を一括して行い、学位授与式当日に免許状が交付されるようにその手続きを代行している。

＊本学がまとめて東京都教育委員会に一括申請する分については、博士前期課程２年生の６～７月頃に、教育職員免許

状（専修免許状）取得希望者ガイダンスを行う。ガイダンス時に申請に必要な書類を記入し、提出すること。

５．免許状の交付

＊一括申請手続きをして資格・条件等を満たした者には、学位授与式当日に東京都教育委員会から免許状が交付される。

＊資格・条件等を満たしているにも関わらず一括申請をしなかったときは、学位授与式当日に免許状の交付を受けるこ

とはできないが、後日居住する都道府県の教育委員会へ個人で申請すれば交付を受けることができる。
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■教育職員免許状（専修免許状）の取得について

■中学校教諭専修免許状「技術」

機械専攻

科 目 名
単
位
数

機械材料学特論

強度工学特論

機械振動学特論

機械制御特論

切削加工学特論

表面処理特論

新素材工学特論

機械工学基礎特論

熱工学特論

流体工学特論

環境保全技術特論

電子計測工学特論

システム制御特論

強度評価学特論

伝熱工学特論

ｼｽﾃﾑ設計工学特論

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
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■教育職員免許状（専修免許状）の取得について

■中学校教諭専修免許状「理科」

共同原子力専攻 自然科学専攻

科 目 名
単
位
数

科 目 名
単
位
数

原子炉物理学特論

原子炉設計学特論

原子力安全学特論

原子炉熱流動学特論Ⅰ

原子炉熱流動学特論Ⅱ

核融合炉学特論

放射化学特論

放射線計測特論

放射線管理・医学生物学特論

原子炉特別実験

原子炉実習

原子力材料・燃料工学特論

原子力ﾌﾟﾗﾝﾄ工学・ﾌﾟﾗﾝﾄ制御

特論

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

物性物理学特論

誘電体特論

高分子科学特論

理論物理学特論

素粒子物理学特論

原子核物理学特論

生物物理学特論

生物地球化学特論

進化生物学特論

宇宙科学特論

惑星科学特論

地質学特論

古生物学特論

量子力学特論Ⅰ

量子力学特論Ⅱ

分析化学特論

化学反応特論

統計力学特論

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
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■教育職員免許状（専修免許状）の取得について

■高等学校教諭専修免許状「理科」

電気・化学専攻 共同原子力専攻 自然科学専攻

科 目 名
単
位
数

科 目 名
単
位
数

科 目 名
単
位
数

先端デバイス特論

電力エネルギー特論

電気磁気学特論

電気回路特論

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ特論

結晶化学特論

コロイド化学特論

機能性高分子材料学特論

先端 X 線分析特論

生体分子機能化学特論

量子力学特論Ⅰ

量子力学特論Ⅱ

統計力学特論

分析化学特論

化学反応特論

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

原子炉物理学特論

原子炉設計学特論

原子力安全学特論

原子炉熱流動学特論Ⅰ

原子炉熱流動学特論Ⅱ

核融合炉学特論

放射化学特論

放射線計測特論

放射線管理・医学生物学特論

原子炉特別実験

原子炉実習

原子力材料・燃料工学特論

原子力ﾌﾟﾗﾝﾄ工学・ﾌﾟﾗﾝﾄ制御

特論

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

物性物理学特論

誘電体特論

高分子科学特論

理論物理学特論

素粒子物理学特論

原子核物理学特論

生物物理学特論

生物地球化学特論

進化生物学特論

宇宙科学特論

惑星科学特論

地質学特論

古生物学特論

量子力学特論Ⅰ

量子力学特論Ⅱ

分析化学特論

化学反応特論

統計力学特論

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
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■教育職員免許状（専修免許状）の取得について

■高等学校教諭専修免許状「情報」

情報専攻

科 目 名
単
位
数

コンピュータアーキテクチャ特論

情報セキュリティ特論

ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ特論

画像情報処理特論

ﾊﾟﾀｰﾝ情報処理特論

強化学習特論

自然言語処理特論

通信ｼｽﾃﾑ工学特論

無線通信特論

通信信頼性工学特論

電波工学特論

集積化ｼｽﾃﾑ工学特論

色彩工学特論

集積回路特論

情報処理基礎及び同演習

情報処理応用及び同演習

統計工学特論

経営情報特論

ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀﾌｪｰｽ特論

通信ネットワーク特論

視覚情報工学特論

数理情報工学特論

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

2

2

2

2

2

2
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■教育職員免許状（専修免許状）の取得について

■高等学校教諭専修免許状「工業」

機械専攻 電気・化学専攻

科 目 名
単
位
数

科 目 名
単
位
数

機械材料学特論

流体力学特論
流体工学特論
内燃機関工学特論

熱工学特論
機械工学基礎特論
材料力学特論

切削加工学特論
技術英語演習Ⅰ
新素材工学特論

機械振動学特論
表面処理特論
電子計測工学特論

システム制御特論
強度評価学特論
伝熱工学特論

ｼｽﾃﾑ設計工学特論

2

2
2
2

2
2
2

2
1
2

2
2
2

2
2
2

2

ﾅﾉｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ特論

計算電子工学特論
電気機械安全特論
電力システム工学特論

プラズマ応用工学特論
環境化学工学特論
反応設計化学特論

分子性材料設計特論
無機材料プロセス学特論
有機材料化学特論

国際技術経営特論
技術と知的財産権
技術英語演習Ⅰ

技術英語演習Ⅱ
環境保全技術特論

2

2
2
2

2
2
2

2
2
2

2
2
1

1
2
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や ま お り

学
位

論
文

・
特

定
課

題
研

究
主

題
申

請
書

・
研

究
計

画
書

D
is

se
rt

at
io

n,
sp

ec
ifi

cs
ub

je
ct

re
se

ar
ch

,s
ub

je
ct

ap
pl

ica
tio

n,
re

se
ar

ch
pl

an

YY
/

M
M

/
D

D

年
月

日

東
京
都
市
大
学
長

殿
To

Pr
es

id
en

to
fT

ok
yo

Ci
ty

U
ni

ve
rs

ity
,

下
記
の
と
お
り
学
位
論
文
又
は
特
定
課
題
研
究
の
主
題
と
研
究
計
画
を
定
め
申
請
い
た
し
ま
す
。

Iw
ill

ap
pl

y
fo

ra
di

ss
er

ta
tio

n
or

a
sp

ec
ifi

cs
ub

je
ct

re
se

ar
ch

tit
le

an
d

re
se

ar
ch

pl
an

as
fo

llo
w

s.

記

主
題

（
Ｍ
２
・
Ｄ
５
の
み
記
入
す
る
こ
と
）

Ti
tle

(M
2

an
d

D
5

on
ly

)

指
導
教
員

Su
pe

rv
is

or
's

N
am

e

学
位
論
文
内
容
要
旨

（
15
0
文
字
程
度
）（

Ｍ
２
・
Ｄ
５
の
み
記
入
す
る
こ
と
）

Ab
st

ra
ct

of
di

ss
er

ta
tio

n
(5

0-
10

0
w

or
ds

)(
M

2
an

d
D

5
on

ly
)

研
究
計
画
（
学
生
記
入
）

Re
se

ar
ch

Pl
an

(b
y

st
ud

en
t)

前
期
（
後
学
期
入
学
者
は
後
期
）（

15
0
文
字
程
度
）

Th
ef

irs
ts

em
es

te
r(

50
-1

00
w

or
ds

)

後
期
（
後
学
期
入
学
者
は
前
期
）（

15
0
文
字
程
度
）

Th
es

ec
on

d
se

m
es

te
r(

50
-1

00
w

or
ds

)

専
攻

名
M

aj
or

学
科

目
ま

た
は

領
域

名
Co

ur
se

or
ar

ea
na

m
e

学
籍

番
号

St
ud

en
tI

D
氏

名
N

am
e

指
導
計
画
（
指
導
教
員
）
記
入
）

Re
se

ar
ch

Pl
an

(b
y

su
pe

rv
is

or
)

前
期
（
後
学
期
入
学
者
は
後
期
）

Th
e

fir
st

se
m

es
te

r

後
期
（
後
学
期
入
学
者
は
前
期
）

Th
e

se
co

nd
se

m
es

te
r
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様
式

Ｍ
－

１ W
e
b
C
l
a
s
s
に

よ
る

学
位

論
文

又
は

特
定

課
題

研
究

報
告

書
の

オ
ン

ラ
イ

ン
提

出
に

つ
い

て

学
位

論
文

又
は

特
定

課
題

研
究

報
告

書
の

提
出

に
あ

た
っ

て
は

、
次

の
各

事
項

に
留

意
し

て
下

さ
い

。

１
．

提
出

ま
で

の
流

れ

①
指

導
教

員
よ

り
提

出
の

許
可

を
得

る
。

②
W
e
b
C
l
a
s
s

の
提

出
用

コ
ー

ス
に

て
①

の
許

可
を

受
け

た
日

付
の

入
力

と
提

出
書

類
デ

ー
タ

（
論

文
本

体
+
様

式

書
類

の
P
D
F
フ

ァ
イ

ル
）

の
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
を

お
こ

な
う

。

③
W
e
b
C
l
a
s
s
に

て
論

文
主

題
を

入
力

す
る

。

④
論

文
デ

ー
タ

（
要

請
が

あ
れ

ば
紙

媒
体

）
を

主
査

と
副

査
に

渡
す

。

２
．

論
文

お
よ

び
様

式
書

類
の

提
出

（
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
）

締
切

提
出

締
切

２
０

２
７

年
１

月
２

２
日

（
金

）
１

２
：

０
０

（
厳

守
）

提
出

先
W
e
b
C
l
a
s
s
→

総
合

理
工

学
研

究
科

（
申

請
用

）
→

学
位

申
請

論
文

提
出

３
．

提
出

（
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
）

方
法

①
学

位
申

請
に

必
要

な
以

下
の

デ
ー

タ
を

P
D
F

形
式

で
保

存
し

、
自

身
の

P
C

上
で

一
つ

の
フ

ォ
ル

ダ
に

収
納

す

る
。


学

位
論

文
又

は
特

定
課

題
研

究
報

告
書


様

式
Ｍ

－
２

学
位

請
求

書
（

指
導

教
員

の
押

印
は

不
要

）


様

式
Ｍ

－
３

目
録


様

式
Ｍ

－
４

要
旨

（
和

文
1
,
0
0
0
字

程
度

※
）

※
欧

文
と

す
る

場
合

、
2
5
0
単

語
程

度


様

式
Ｍ

－
５

履
歴

書


様

式
Ｍ

－
６

研
究

歴


参

考
論

文
（

必
要

な
場

合
の

み
）


本

籍
確

認
書

類
の

デ
ー

タ
（

P
D
F
や

画
像

デ
ー

タ
等

）

※
戸

籍
謄

本
（

抄
本

可
）

ま
た

は
本

籍
記

載
の

住
民

票
（

外
国

人
留

学
生

の
方

は
、

各
市

区
町

村
発

行
の

「
住

民
票

」
）

を
事

前
に

取
得

し
、

ご
自

身
で

ス
キ

ャ
ン

や
撮

影
等

で
P
D
F
や

画
像

デ
ー

タ
化

し
、

ア
ッ

プ

ロ
ー

ド
し

て
下

さ
い

。

※
本

籍
確

認
書

類
は

書
類

全
体

が
写

り
、

記
載

内
容

が
確

認
で

き
る

よ
う

鮮
明

な
状

態
で

デ
ー

タ
化

し
て

下
さ

い
。

②
上

記
フ

ォ
ル

ダ
名

は
「

学
籍

番
号

・
氏

名
」

に
す

る
。

③
フ

ォ
ル

ダ
を

z
i
p
形

式
に

圧
縮

す
る

。

※
M
a
c

や
L
i
n
u
x

等
で

圧
縮

を
す

る
と

フ
ァ

イ
ル

名
が

文
字

化
け

を
起

こ
す

場
合

が
あ

る
た

め
、

フ
ォ

ル
ダ

の

圧
縮

作
業

は
可

能
な

限
り

W
i
n
d
o
w
s
の

環
境

下
で

お
こ

な
っ

て
下

さ
い

。

④
圧

縮
し

た
z
i
p
フ

ァ
イ

ル
を

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

し
提

出
す

る
。

⑤
上

記
手

順
が

で
き

な
い

場
合

は
論

文
お

よ
び

必
要

書
類

を
一

つ
の

P
D
F
フ

ァ
イ

ル
に

ま
と

め
て

提
出

し
て

も
よ

い
が

フ
ァ

イ
ル

名
に

学
籍

番
号

と
氏

名
を

入
力

す
る

こ
と

。

⑥
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
前

に
必

ず
指

導
教

員
か

ら
論

文
提

出
許

可
を

受
け

た
日

付
を

入
力

す
る

こ
と

。

※
日

付
の

入
力

が
無

い
場

合
、

論
文

を
受

理
で

き
な

い
可

能
性

が
あ

り
ま

す

⑦
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
後

、
論

文
デ

ー
タ

（
要

請
が

あ
れ

ば
紙

媒
体

）
を

主
査

と
副

査
に

渡
す

。

４
．

論
文

主
題

の
入

力

①
論

文
提

出
の

際
、

W
e
b
C
l
a
s
s
に

て
論

文
の

主
題

を
入

力
し

て
下

さ
い

。

入
力

先
は

W
e
b
C
l
a
s
s
の

論
文

提
出

フ
ォ

ー
ム

内
に

あ
り

ま
す

。

②
入

力
の

注
意

点


原

則
と

し
て

主
題

の
み

を
記

入
し

て
下

さ
い

。


主

題
が

外
国

語
の

場
合

、
日

本
語

の
訳

文
を

（
）

を
付

し
て

記
入

し
て

下
さ

い
。


や

む
を

得
ず

副
題

を
記

入
す

る
際

は
、
「

－
(
ハ

イ
フ

ン
)
」

や
「

～
(
チ

ル
ダ

)
」

等
で

囲
い

、
そ

れ
が

明

ら
か

に
副

題
で

あ
る

と
分

か
る

よ
う

に
し

て
下

さ
い

。


こ

こ
で

記
入

し
た

主
題

が
そ

の
ま

ま
成

績
証

明
書

に
記

載
さ

れ
る

た
め

、
誤

字
・

脱
字

や
学

位
請

求
書

類

と
齟

齬
が

無
い

よ
う

に
気

を
つ

け
て

下
さ

い
。

５
．

そ
の

他
の

注
意

事
項


様

式
Ｍ

-
２
～

６
は
Ｓ
Ｃ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
内
の
文
書
ラ
イ
ブ
ラ
リ
よ
り
入
手
し
て

下
さ
い
。


様

式
Ｍ

－
７

､
８

に
つ

い
て

は
、

教
学

課
よ

り
指

導
教

員
に

提
出

を
依

頼
し

ま
す

。


紙

媒
体

で
の

論
文

提
出

を
求

め
ら

れ
た

場
合

、
フ

ァ
イ

ル
の

表
紙

に
は

、
主

題
・

専
攻

名
・

学
籍

番
号

・
氏

名

を
次

の
図

の
よ

う
に

記
載

し
、

提
出

書
類

の
う

ち
、
「

目
録

」
「

要
旨

」
は

、
各

論
文

フ
ァ

イ
ル

に
「

目
録

」
「

要

旨
」
「

本
文

」
の

順
で

綴
じ

込
ん

で
下

さ
い

。

注
)
審

査
委

員
予

定
者

(
主

査
＋

副
査

)
の

人
数

分
を

用
意

し
て

下
さ

い
。


主

査
１

名
＋

副
査

２
名

の
場

合
：

３
部

用
意

し
て

下
さ

い
。


主

査
１

名
＋

副
査

３
名

の
場

合
：

４
部

用
意

し
て

下
さ

い
。


事
務
手
続
き
に
つ
い
て
ご
質
問
・
ご
要
望
が
あ
る
場
合
、

下
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

教
学
課

大
学
院
担
当

E
-m
ai
l

s
c
ky
ou
mu
@t
cu
.a
c.
jp

本
論

要
旨

(和
文

)

氏
名

主
題

目
録

専
攻

名

学
籍

番
号

氏
名

主
題

0 参
考

論
文

題
名

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

主
 

 
 

 
題

専
攻

名
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備
考 *１
．
主
題
が
外
国
語
の
場
合
は
、
日
本
語
で
訳
文
を
（

）
を
付
し
て
記
入
す
る
こ
と
。

*２
．
参
考
論
文
の
提
出
は
指
導
教
員
の
指
示
が
あ
る
も
の
に
限
る
。

*３
．
参
考
論
文
が
２
つ
以
上
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
題
目
お
よ
び
部
数

(件
数

)を
記
入
す
る
こ
と
。

様
式
Ｍ
－
３

目
録

専
攻

名

学
籍
番
号

氏
名

主
題

*1

参
考
論
文
題
名

*2
,*
3

様
式

Ｍ
－

２

年
月

日

学
位

請
求

書

東
京

都
市

大
学

長
殿

指
導
教
員

学
位
請
求
者

学
籍
番
号

専
攻

名

氏
名

私
は

、
東

京
都

市
大

学
学

位
規

程
第

５
条

第
１

項
に

よ
り

修
士

(
工

学
)
/
修

士
(
理

学
)
の

学
位

を
請

求
し

た
い

の
で

、

下
記

関
係

書
類

を
添

え
て

提
出

い
た

し
ま

す
。

記

事
務

確
認

欄
☑

を
付

け
る

１
．

学
位

論
文

又
は

特
定

課
題

研
究

報
告

書
□

学
位

論
文

又
は

特
定

課
題

研
究

報
告

書
主

題

２
．
目
録

（
様

式
Ｍ

－
３

）
□

３
．

要
旨

(
１

,
０

０
０

字
程

度
)

（
様

式
Ｍ

－
４

）
□

４
．

履
歴

書
（

様
式

Ｍ
―

５
）

□

５
．

研
究

歴
（

様
式

Ｍ
―

６
）

□

６
．
戸

籍
謄

本
(
抄

本
可

)
ま

た
は

本
籍

地
記

載
の

住
民

票
(
外

国
人

留
学

生
は

各
市

区
町

村
発

行
の

住
民

票
)

□

７
．

参
考

論
文

(
必

要
な

場
合

の
み

)
□

（
注

）
提

出
の

際
は

事
前

に
指

導
教

員
の

許
可

を
得

る
こ

と

*
1
 
 
主

題
が

外
国

語
の

場
合

は
、

日
本

語
の

訳
文

を
（

）
を

付
し

て
記

入
す

る
こ

と
。
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様
式
Ｍ
－
４

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
要

旨
（
和
文
）

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
（
１
，
０
０
０
字
程
度
）

専
攻
名

氏
名

学
籍
番
号

主
題

要
旨

様
式
Ｍ
－
５

履
歴

書

専
攻
名

学
籍
番
号

フ
リ
ガ
ナ

氏
名

男
・
女

生
年
月
日

本
籍

現
住
所
〒

■
学

歴
（
高
等
学
校
以
上
）

年
月

学
校
名

等

■
職

歴

年
月

学
校
名

等
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（
注
）
研
究
歴
中
、
学
会
誌
等
に
発
表
さ
れ
た
も
の
は
学
術
論
文
部
門
、
講
演
等
に
よ
る
発
表
の
も
の
は
研
究
発
表
部
門
に
区
別
し
て

記
入
す
る
こ
と
。

様
式
Ｍ
－
６

研
究

歴
学
籍
番
号

氏
名

専
攻
名

著 書

書
名

発
行

所
発
行
年
月
日

学 術 論 文

論
文

名
発
表
誌
名

発
表
年
月
日

研 究 発 表

題
名

発
表
機
関

発
表
年
月
日

Ｄ
－
６

様
式

Ｍ
－
７

年
月

日

東
京

都
市

大
学

長
殿

専
攻

主
任

教
授

 
 
 
 
 

論
文

審
査
委
員
会
委
員
候
補
者

主
査

委
 
 
 
 
員

（
博

士
後
期

課
程

3
名

以
上
）

（
博

士
前
期
課

程

2
名

以
上
）

学
籍

番
号

氏
名
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（
注
）
判
定
は
合
格
・
不
合
格
の
評
語
で
記
入
す
る
こ
と
。
評
価
は
上
・
中
・
下
を
記
入
す
る
こ
と
。

評
価
“
下
”
の
場
合
は
、
判
定
は
“
不
合
格
”
と
な
る
。

様
式

Ｍ
－

８
（

2
4
以

降
入

学
生

対
象

）

年
月

 
 
 
 
日

 
 
 
 
東

京
都

市
大

学
長

殿 審
査

委
員

会

主
査

印
委

員
１

委
員

２
委

員
３

専
攻

名

学
籍

番
号

氏
名

論
文

題
名

学
位

論
文

審
査

報
告

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

判
定

結
果

の
要

旨

評
価

1
)

2
)

3
)

4
)

5
)

6
)

7
)

1
)

研
究

目
的

が
理

工
学

に
関

わ
る

も
の

で
あ

り
，

テ
ー

マ
が

明
確

で
，

課
題

も
適

切
で

あ
る

こ
と

。

2
)

課
題

内
容

を
充

分
理

解
・

分
析

し
た

上
で

、
課

題
解

決
の

た
め

の
情

報
収

集
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

3
)

収
集

し
た

情
報

を
基

に
、

課
題

解
決

の
た

め
の

理
工

学
的

に
合

理
的

な
提

案
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

4
)

課
題

解
決

の
た

め
の

提
案

項
目

に
対

し
て

、
自

ら
が

具
体

的
に

展
開

・
実

行
し

て
い

る
こ

と
。

5
)

課
題

解
決

の
た

め
の

実
行

結
果

を
分

析
し

、
何

ら
か

の
知

見
と

し
て

ま
と

め
て

い
る

こ
と

。

6
)

論
文

と
し

て
の

体
裁

が
整

っ
て

お
り

、
文

章
表

現
が

適
切

で
あ

る
こ

と
。

7
)

発
表

会
に

お
け

る
説

明
が

明
瞭

で
あ

り
、

質
疑

に
も

適
切

に
応

答
し

て
い

る
こ

と
。

最
終

試
験

報
告

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

判
定

結 果 の 要 旨

１
．

論
文

を
中

心
と

し
た

科
目

試
験

評
価

２
．

外
国

語
試

験
（

該
当

す
る

項
目

に
✓

せ
よ

。
な

お
、

社
会

人
は

簡
単

に
理

由
を

記
す

こ
と

。
）

□
C
E
F
R
 
B
1

の
能

力
を

有
す

る
□

国
際

会
議

・
国

際
コ

ン
ペ

で
の

発
表

の
実

績
を

有
す

る
□

修
士

論
文

の
全

文
を

英
語

で
執

筆
し

た
実

績
を

有
す

る
□

T
O
E
I
C
公

式
教

材
O
L
P
C
の

指
定

さ
れ

た
範

囲
の

学
習

歴
を

有
す

る
□

筆
頭

著
者

と
し

て
査

読
有

り
国

際
ジ

ャ
ー

ナ
ル

に
論

文
を

投
稿

し
た

実
績

を
有

す
る

□
社

会
人

（
理

由
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

評
価

学
位

論
文

審
査

報
告

書
お

よ
び

最
終

試
験

報
告

書

（
注
）
判
定
は
合
格
・
不
合
格
の
評
語
で
記
入
す
る
こ
と
。
評
価
は
上
・
中
・
下
を
記
入
す
る
こ
と
。

評
価
“
下
”
の
場
合
は
、
判
定
は
“
不
合
格
”
と
な
る
。

様
式

Ｍ
－

９
（

2
4
以

降
入

学
生

対
象

）

年
月

 
 
 
 
日

 
 
 
 
東

京
都

市
大

学
長

殿 審
査

委
員

会

主
査

印
委

員
１

委
員

２
委

員
３

専
攻

名

学
籍

番
号

氏
名

報
告

書
題

名

特
定

課
題

研
究

審
査

報
告

判
定

結
果

の
要

旨

評
価

1
)

2
)

3
)

4
)

5
)

6
)

7
)

1
)

研
究

目
的

が
理

工
学

に
関

わ
る

も
の

で
あ

り
，

テ
ー

マ
が

明
確

で
，

課
題

も
適

切
で

あ
る

こ
と

。

2
)

課
題

内
容

を
充

分
理

解
・

分
析

し
た

上
で

、
課

題
解

決
の

た
め

の
情

報
収

集
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

3
)

収
集

し
た

情
報

を
基

に
、

課
題

解
決

の
た

め
の

理
工

学
的

に
合

理
的

な
提

案
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

4
)

課
題

解
決

の
た

め
の

提
案

に
至

る
調

査
結

果
を

系
統

的
に

整
理

し
て

い
る

こ
と

。

5
)

課
題

解
決

の
た

め
の

調
査

結
果

を
自

ら
分

析
し

、
何

ら
か

の
知

見
と

し
て

ま
と

め
て

い
る

こ
と

。

6
)

報
告

書
と

し
て

の
体

裁
が

整
っ

て
お

り
、

文
章

表
現

が
適

切
で

あ
る

こ
と

。

7
)

発
表

会
に

お
け

る
説

明
が

明
瞭

で
あ

り
、

質
疑

に
も

適
切

に
応

答
し

て
い

る
こ

と
。

最
終

試
験

報
告

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

判
定

結 果 の 要 旨

１
．

報
告

書
を

中
心

と
し

た
科

目
試

験
評

価

２
．

外
国

語
試

験
（

該
当

す
る

項
目

に
✓

せ
よ

。
な

お
、

社
会

人
は

簡
単

に
理

由
を

記
す

こ
と

。
）

□
C
E
F
R
 
B
1

の
能

力
を

有
す

る
□

国
際

会
議

・
国

際
コ

ン
ペ

で
の

発
表

の
実

績
を

有
す

る
□

特
定

課
題

研
究

報
告

書
の

全
文

を
英

語
で

執
筆

し
た

実
績

を
有

す
る

□
T
O
E
I
C
公

式
教

材
O
L
P
C
の

指
定

さ
れ

た
範

囲
の

学
習

歴
を

有
す

る
□

筆
頭

著
者

と
し

て
査

読
有

り
国

際
ジ

ャ
ー

ナ
ル

に
論

文
を

投
稿

し
た

実
績

を
有

す
る

□
社

会
人

（
理

由
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

評
価

特
定

課
題

研
究

審
査

報
告

書
お

よ
び

最
終

試
験

報
告

書
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様
式

Ｄ
－

１
指

導
教

員

 
 

 
年

月
日

東
京
都
市
大
学
大
学
院

総
合
理
工
学
研
究
科
長
 
 
  
 
殿

提
出
者

学
籍
番
号

専
攻

名

氏
名

学
位
論
文
等
の
提
出

私
は
、
学
位
請
求
に
先
立
ち
、

下
記
受
理
判
定
審
査
書
類
を
提
出
致
し
ま
す
。

記

１
．
学
位
論
文

２
．
学
位
論
文
概
要
（
和
文
１

,
０
０
０
字
程
度
）

３
．
研
究
歴

教
学
課
受
理

年
月

日
印

主
任
教
授
へ
の

受
理
報
告

年
月

日
印

（
注
）
提
出
の
際
は
事
前
に
指
導
教
員
の
許
可
を
得
る
こ
と

（
注
意
）
論
文
主
題
が
外
国
語
の
場
合
は
、
日
本
語
の
訳
文
を
（

）
を
付
し
て
記
入
す
る
こ
と
。

様
式
Ｄ
－
２

論
文
概
要
（
和
文
）

（
1,
00

0字
程
度
）

専
攻
名

フ
リ
ガ
ナ

氏
名

学
籍
番
号

指
導
教
員
名

論
文
主
題

（
論
文
概
要
）
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（
注
）
研
究
歴
中
、
学
会
誌
等
に
発
表
さ
れ
た
も
の
は
学
術
論
文
部
門
、
講
演
等
に
よ
る
発
表
の
も
の
は
研
究
発
表
部
門
に
区
別
し
て

記
入
す
る
こ
と
。

様
式
D
－
３

研
究

歴
学
籍
番
号

氏
名

専
攻
名

著 書

書
名

発
行

所
発
行
年
月
日

学 術 論 文

論
文

名
発
表
誌
名

発
表
年
月
日

研 究 発 表

題
名

発
表
機
関

発
表
年
月
日

様
式
Ｄ
－
４

年
月

日

専
攻
主
任

殿

教
学
課
課
長

学
位
論
文
等
の
受
理
報
告
書

下
記
の
者
の
学
位
論
文
等
を
受
理
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
同
書
類
を
添
え
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

記

１
．
学
位
論
文

２
．
学
位
論
文
概
要

３
．
研
究
歴

論
文
提
出
者

学
籍
番
号

専
攻
名

氏
名
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様
式
Ｄ
－
５

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 
 
 
 
年

月
 
 
 
 
日

東
京
都
市
大
学

大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
長

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科

 
 
 
 
 
 

専
攻

主
任
教
授
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

論
文

発
表

会
開

催
願

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記

フ
リ

ガ
ナ

論
文
提
出
者

（
  
  
 年

月
日

生
）

論
文
主
題

指
導
教
員

Ｄ
－

６

様
式

Ｍ
－
７

年
月

日

東
京

都
市

大
学

長
殿

専
攻

主
任

教
授

 
 
 
 
 

論
文

審
査
委

員
会

委
員

候
補

者

主
査

委
 
 
 
 
員

（
博
士
後
期
課
程

3
名
以
上
）

（
博
士
前
期
課
程

2
名
以
上
）

学
籍

番
号

氏
名
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様
式

Ｄ
－

７

W
e
b
C
l
a
s
s
に
よ
る

学
位
論
文

の
オ
ン
ラ
イ

ン
提

出
に

つ
い

て

学
位
論
文

の
提
出

に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
各
事
項

に
留
意

し
て
下
さ
い
。

１
．

提
出

ま
で

の
流
れ

①
指

導
教

員
よ

り
提
出

の
許
可

を
得
る
。【

１
回

目
お
よ

び
２

回
目

】

②
W
e
bC
la
ss

の
提
出
用

コ
ー
ス

に
て
①
の
許
可

を
受
け
た

日
付

の
入
力

と
提
出
書
類

デ
ー
タ
（
論
文
本
体

+
様
式
書
類

の
P
D
F
フ
ァ
イ

ル
）
の

ア
ッ

プ
ロ
ー
ド

を
お
こ
な
う
。【

１
回

目
お
よ

び
２

回
目

】

③
W
e
bC
la
ss

に
て

論
文
主
題

を
入
力
す
る
。【

２
回

目
提

出
時

】

④
論

文
デ

ー
タ

（
要
請

が
あ
れ
ば

紙
媒
体
）

を
主
査

と
副
査

に
渡
す
。【

２
回
目
提
出

後
】

２
．

論
文

お
よ

び
様
式

書
類

の
提

出
（

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

）
締

切

提
出

締
切

【
１
回

目
】

２
０
２
６

年
１
１
月
２

０
日
（
金
）
１
２
：
０
０
（

厳
守

）

【
２

回
目
】

２
０
２

７
年
１
月
２

２
日
（

金
）
１
２
：
０
０
（

厳
守
）

提
出

先
We
bC
la
ss

 
→
 
総
合
理
工
学
研
究
科
（
申
請
用
）

→
 
学
位
申
請
論
文
提
出

３
．

提
出

（
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
）

方
法
【

１
回

目
】

①
学

位
申

請
に
必
要

な
以
下

の
デ
ー
タ

を
P
DF

形
式
で

保
存

し
、

自
身
の

P
C
上

で
一
つ
の
フ
ォ
ル
ダ

に
収
納
す
る
。

・
学

位
論

文

・
様

式
Ｄ
－
１

学
位
論
文
等

の
提
出
（
指
導
教
員

の
押
印

は
不
要
）

・
様

式
Ｄ
－
２

学
位
論
文
概
要
（

1
,
00
0
字
程
度

）

・
様

式
Ｄ
－
３

研
究
歴

②
上

記
フ

ォ
ル

ダ
名
は
「

学
籍
番
号
・
氏
名
」

に
す
る
。

③
フ

ォ
ル

ダ
を

z
ip

形
式

に
圧
縮

す
る
。

④
圧

縮
し

た
z
ip

フ
ァ
イ
ル

を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
提
出

す
る
。

※
M
ac

や
Li
nu
x
等

で
圧
縮

を
す
る
と
フ
ァ
イ
ル

名
が
文
字
化

け
を
起

こ
す
場
合

が
あ
る
た
め
、

フ
ォ
ル
ダ

の
圧
縮
作
業

は
可
能
な

限
り

W
in
do
ws

の
環
境
下

で
お
こ
な
っ
て
下
さ
い

。

⑤
上

記
手

順
が
で
き
な
い

場
合

は
論
文

お
よ
び

必
要
書
類

を
一

つ
の

P
DF

フ
ァ
イ
ル

に
ま
と
め
て

提
出
し
て
も
よ
い
が
、
フ
ァ
イ
ル

名

に
学

籍
番

号
と

氏
名

を
入
力

す
る
こ
と
。

⑥
ア

ッ
プ

ロ
ー
ド
前
に

必
ず

指
導
教
員

か
ら

論
文
提
出
許
可

を
受
け
た

日
付

を
記
入
し
て

下
さ
い
。

※
日

付
の

記
入

が
無

い
場
合
、
論
文

を
受
理

で
き
な
い

可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

４
．

提
出

（
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
）

方
法
【

２
回

目
】

①
学

位
申

請
に

必
要

な
以
下

の
デ
ー
タ

を
P
DF

形
式

で
保
存

し
、

自
身
の

P
C
上
で
一
つ
の

フ
ォ
ル
ダ

に
収
納
す
る
。

・
学

位
論

文

・
様

式
Ｄ

－
３

研
究
歴

☆
・

様
式

Ｄ
－
８

学
位
請
求
書

・
様

式
Ｄ

－
９

論
文
要
旨
（
和
文

2
,0
00

字
）

ま
た
は

様
式

Ｄ
－
1
0

論
文
要
旨
（
欧
文

5
00

語
）

・
様

式
Ｄ

－
1
1

目
録

・
様

式
Ｄ

－
1
2

履
歴
書

・
参

考
論

文
（
必
要

な
場
合
の
み
）

☆
・

本
籍

確
認
書
類

の
デ
ー
タ
（

P
DF

や
画
像

デ
ー
タ

等
）

戸
籍

謄
本
（
抄
本
可
）
ま
た
は

本
籍
記
載
の
住
民
票
（
外
国
人
留
学
生

の
方
は
、
各
市
区
町
村
発
行

の
「
住
民
票
」）

を
事
前
に

取
得

し
、
ご

自
身
で

ス
キ
ャ
ン

や
撮
影
等

で
P
DF

や
画
像

デ
ー
タ

化
し

、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

し
て

下
さ
い
。

※
本

籍
確
認
書
類

は
書
類
全
体

が
写

り
、

記
載
内
容

が
確
認

で
き
る
よ

う
鮮
明

な
状
態
で

デ
ー
タ

化
し
て

下
さ
い
。

②
以

降
の

手
順
は
上
記
３

と
同
様

で
す
。

③
上
記
、
☆
マ
ー
ク

の
付
い
た
２

つ
の

書
類
の

原
本
を

窓
口
ま

た
は

郵
送
で

教
学

課
に
提

出
す

る
。

・
２
つ
の
書
類

の
原
本

の
提

出
は

上
記

締
切

日
を

過
ぎ

て
も

構
い

ま
せ

ん
が

、
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
後

、
で

き
る

だ
け
早

く
お

こ
な

っ

て
下
さ
い
（

同
書
類

の
デ

ー
タ
は

期
日
ま

で
に
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
す

る
こ

と
）。

・
原
本
を
提
出

す
る
際

に
は

、
様

式
Ｄ

－
８
に

指
導

教
員

の
押

印
と
自

身
の
押

印
を

お
こ

な
っ

て
提

出
し

て
下

さ
い

。

④
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
後
、
論
文

デ
ー

タ
（
要

請
が

あ
れ

ば
紙

媒
体

）
を
主

査
と

副
査
に

渡
す

。

５
．

論
文
主

題
の

入
力

①
論
文
提
出
の
際

W
e
bC
la
ss

に
て

論
文
の

主
題
を
入

力
し

て
下

さ
い

。入
力

先
は

W
e
bC
la
ss

の
論

文
提

出
フ
ォ

ー
ム
内

に
あ

り
ま

す
。

②
入
力
の
注
意
点

・
原
則
と
し
て

主
題
の
み
を

記
入
し

て
下

さ
い

。

・
主
題
が
外
国
語

の
場
合
、

日
本

語
の
訳

文
を

（
）

を
付

し
て
記

入
し

て
下
さ

い
。

・
や
む
を
得
ず

副
題
を

記
入
す

る
際

は
、「

－
 
(
ハ

イ
フ

ン
)
」
や
「

～
(
チ

ル
ダ
)
」
等
で

囲
い
、
そ
れ

が
明

ら
か

に
副

題
で

あ
る

と
分
か
る
よ
う
に
し
て

下
さ

い
。

・
こ
こ
で
記
入

し
た
主
題

が
そ

の
ま

ま
成

績
証

明
書
に
記

載
さ

れ
る

た
め

、
誤

字
・
脱

字
や

学
位

請
求

書
類
と

齟
齬
が

無
い

よ
う

に
気
を
つ
け
て

下
さ
い
。

６
．

そ
の
他
の
注

意
事
項


様
式
書
類
は
Ｓ
Ｃ

ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト

内
の
文

書
ラ

イ
ブ

ラ
リ

よ
り
入

手
し

て
下
さ

い
。


紙
媒
体
で
の
論
文
提
出

を
求
め

ら
れ

た
場

合
、
フ

ァ
イ

ル
の

表
紙

に
は

、
主

題
・
専

攻
名
・
学

籍
番

号
・
氏

名
を
次

の
図
の

よ
う

に

記
載
し
、
提
出
書
類

の
う
ち
、「

(
様

式
Ｄ

－
1
1
)
論

文
目

録
」「

(
様

式
Ｄ
－

９
ま

た
は

1
0)

論
文

要
旨

」
は

、
各

論
文
フ

ァ
イ

ル
に
「

論

文
目
録
」「

論
文
要
旨
(
和
文
･
欧

文
）」
「

本
文

」
の

順
で
綴

じ
込

ん
で

下
さ

い
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

注
)
審

査
委

員
予

定
者

(
主

査
＋

副
査

)
の

人
数

分
を

用
意

し
て

下
さ

い
。

・
主

査
１

名
＋

副
査

２
名

の
場

合
：

３
部

用
意

し
て

下
さ

い
。

・
主

査
１

名
＋

副
査

３
名

の
場

合
：

４
部

用
意

し
て

下
さ

い
。


事
務
手
続
き
に
つ
い
て
ご

質
問

・
ご

要
望
が

あ
る
場

合
、

下
記

ま
で

ご
連

絡
下
さ

い
。

教
学
課
 
大
学
院
担
当

 
  

E-
ma
il

s
c
ky
ou
mu
@t
cu
.a
c.
jp

本
論

論
文

要
旨

(和
文

)

氏
名

主
題

論
文

目
録

専
攻
名

学
籍
番

号
氏

名

主
題

0 参
考
論

文
題

名

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

**
**

主
 

 
 

 
題

専
攻

名
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様
式

Ｄ
－
８

年
月

日

学
位

請
求

書

東
京
都
市
大

学
学
長

 
 
殿

指
導
教
員

学
位
請
求
者

専
攻

名

学
籍
番

号

氏
名

印

私
は

、
東

京
都
市

大
学

学
位

規
定

第
５

条
第
２

項
に

よ
り

博
士

(
工

学
)
/
博
士

(
理

学
)
の

学
位

* を
請

求
し

た
い
の

で
、

下
記
関
係
書
類
を
添
え
て
提
出
致

し
ま
す
。

記

１
．
学
位
論
文

部

論
文

主
題

（
注

）
論

文
主

題
が

外
国

語
の

場
合

は
、

日
本

語
の

訳
文

を
( 

  
)を

付
し

て
記

入
す

る
こ

と
。

２
．

学
位

論
文

要
旨

(学
位

論
文

に
綴

る
こ

と
)

イ
．

和
文

(２
,０

０
０

字
程

度
)

様
式

Ｄ
－

９
部

ロ
．欧

文
(

 ５
０

０
語

程
度

)
様

式
Ｄ

－
10

部
３

．
参

考
論

文
(必

要
に

応
じ

て
)

部
４

．
論

文
目

録
様

式
Ｄ

－
11

部
５

．
履

歴
書

様
式

Ｄ
－

12
１

部
６

．
研

究
歴

様
式

Ｄ
－

３
１

部
７

．
戸

籍
謄

本
、

戸
籍

抄
本

又
は

本
籍

地
（

国
籍

）
が

記
載

さ
れ

た
住

民
票

の
写

し
１

通
＊

本
学

が
適

当
と

認
め

た
場

合
に

博
士

(学
術

)を
授

与
す

る
場

合
が

あ
る

。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
ｷ
ﾘ
ﾄ
ﾘ
ｾ
ﾝ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

学
位
請
求
書
類
受
領
書

論
文

提
出

者
年

月
日

殿

提
出

書
類

等
部

数

1
.
論

文
部

2
.
論

文
要

旨
(
和

文
及

び
英

文
各

)
様

式
D
-
9
､
1
0

部

3
.
論

文
目

録
様

式
D
-
1
1

部

4
.
参

考
論

文
(
必

要
に

応
じ

て
)

部

5
.
履

歴
書

様
式

D
-
1
2

部

6
.
研

究
歴

様
式

D
-
3

部

7
.
戸

籍
謄

本
、

戸
籍

抄
本

又
は

本
籍

地
（

国
籍

）
が

記
載

さ
れ

た
住

民
票

の
写

し
１

通

承
認

印

教
学

課
受

付
印

（
注
意
）
論
文
主
題
が
外
国
語
の

場
合
は

、
日
本

語
の
訳
文

を
（

）
を

付
し

て
記
入

す
る

こ
と

。

様
式
Ｄ
－
９

論
文

要
旨
（
和
文
）

（
2,
00

0字
程
度
）

報
告

番
号

甲
第
 
 
 
 
号

氏
名

論
文

主
題

（
論
文
要
旨
）
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様
式
Ｄ
－
１
０

論
文

要
旨

（
欧
文
）

（
50
0語

程
度
）

報
告

番
号

甲
第
 
 
 
 
号

氏
名

論
文

主
題

（
論
文
要
旨
）

備
考

論
文
の
主
題
が
外
国
語
の
場
合

は
、
日

本
語
で
訳

文
を

（
  

 ）
を
付

し
て
記

入
す

る
こ

と
。

様
式
Ｄ
－
１
１

論
文

目
録

東
京
都
市
大
学

報
告

番
号

甲
第
 
 
 
 
号

氏
名

論
文

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 部

  
  

  
主

題

参
考
論
文

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
部

  
  

  
題

名
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様
式
Ｄ
－
１
２

履
  

 歴
書

報
告

番
号

甲
第
 
 
 
 
号

専
攻
名

フ
リ
ガ
ナ

男
・

女
氏

名

生
年
月
日

  
  

  
  
年

  
  

  
月

日
生

本
籍

現
住
所

〒

電
話
番
号

最
終
学
歴

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 年

  
  

  
 月

日
  

  
  

 東
京
都
市
大
学
大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
見
込

研
究
歴

  
  

  
  

  
  

 
  

  
年

月
日

  
  

  
  

  
  

  
  

 
年

月
日

職
歴

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 年
月

日

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 年
月

日

様
式

Ｄ
－

１
３

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
 
 
 
 
月

 
 
 
 
日

東
京

都
市

大
学

学
長

殿

総
合

理
工

学
研

究
科

長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主
査

 
 
 
印

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

委
員

委
員

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

委
員

委
員

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

委
員

委
員

 
 

 
 

 

学
位

論
文

審
査

及
び

最
終

試
験

結
果

報
告

書

学
位

請
求

者

請
求

学
位

*
1

い
ず

れ
か

に
○

を

付
し

て
く

だ
さ

い

博
士

(
工

学
)

博
士

(
理

学
)

該
当

す
る

専
攻

名

論
文

主
題

論
文

判
定

結
果

年
月

日
合

格
・

不
合

格

評
価

1
)

2
)

3
)

4
)

1
)

理
工

学
に

関
す

る
新

た
な

研
究

に
よ

っ
て

得
ら

れ
た

知
見

を
ま

と
め

あ
げ

て
い

る
こ

と
。

2
)

深
化

し
た

学
問

と
し

て
専

門
知

識
を

体
系

化
で

き
る

能
力

を
身

に
付

け
て

い
る

こ
と

。

3
)

先
端

的
な

知
識

と
技

術
を

駆
使

し
て

社
会

ニ
ー

ズ
を

意
識

し
た

研
究

を
行

っ
て

い
る

こ
と

。

4
)

着
実

に
課

題
を

解
決

し
、

新
し

い
領

域
を

開
拓

で
き

る
研

究
能

力
を

身
に

付
け

て
い

る
こ

と
。

最
終

試
験

判
定

結
果

年
月

日

専
攻

学
術

合
格

・
不

合
格

外
国

語
合

格
・

不
合

格

専
攻

内
構

成
員

数
*
2

と
判

定
結

果

年
月

日

合
格

・
不

合
格

構
成

員
数

：
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

可
：

名
否

：
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

無
効

：
名

欠
席

：
名

＊
1
本

学
が

適
当

と
認

め
た

場
合

に
博

士
(
学

術
)
を

授
与

す
る

場
合

が
あ

る
。

＊
2
構

成
員

：
Ｄ

○
合

有
資

格
者

（
注
）
判
定
の
結
果
は
合
格
・
不
合
格
の
い
ず
れ
か
に
○
を
付
す
こ
と
。
評
価
は
上
・
中
・
下
を
記
入

す
る
こ
と
。
評
価
“
下
”
の
場
合
は
、
判
定
は
“
不
合
格
”
と
な
る
。
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様
式
Ｄ
－
１
４

論
文
審
査
結
果
の
要
旨

報
告
番
号

甲
第

号
氏
名

論
文
審
査
担
当
者

主
査

委
員

様
式
Ｄ
－
１
５

最
終
試
験
結
果
の
要
旨

報
告
番
号

甲
第

号
氏
名

最
終
試
験
担
当
者

主
査

委
員

１
．
論
文
を
中
心
と
し
た
科
目
試
験

２
．
外
国
語
試
験
（
１
外
国
語
）

163 164
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様
式
Ｄ
－
１
６

（
大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
委
員
会
報
告
用
書
式
）

年
月

日

報
告
者
（
主
査
）：

研
究
概
要
報
告
書

学
位
請
求
者

氏
名

該
当
す
る

専
攻
名

論
文
主
題

キ
ー
ワ
ー
ド

（
４
～
８
つ
程
度
）

対
象
と
す
る

理
工
学
分
野

研
究
目
的

ま
た
は

研
究
内
容

主
た
る
成
果

お
よ
び
特
色

工
学
的
意
義

独
創
性

な
ど

そ
の
他

特
記
事
項

様
式

Ｄ
－

１
７

Ｒ
－

１
６

年
月

  
  

日

東
京

都
市

大
学

大
学

院
総

合
理

工
学

研
究

科
長

殿

博
士

学
位

論
文

の
公

表
に

関
す

る
確

認
書

学
位

規
則

第
９

条
及

び
東

京
都

市
大

学
学

位
規

程
第

１
４

条
に

定
め

る
博

士
学

位
論

文
の

公
表

に
つ

い
て

、
以

下
の

と
お

り
申

請
し

、
東

京
都

市
大

学
学

術
リ

ポ
ジ

ト
リ

に
登

録
し

て
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

公
表

す
る

こ
と

に
同

意
致

し
ま

す
。

な
お

、
当

該
博

士
学

位
論

文
（

全
文

ま
た

は
要

約
）
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
公

表
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、
申

請
者

の
他

に
帰

属
す

る
著

作
権

等
の

権
利

を
侵

害
す

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

学
籍

番
号

（
博

士
後

期
課

程
の

み
）

学
位

請
求

者
氏

名
印

専
攻

名
指

導
教

員

論
文

題
目

連
絡

先
〒 Te

l：
E-

m
ai

l：

※
博

士
学

位
論

文
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
公

表
に

つ
い

て
、

以
下

の
□

に
「

レ
」

を
付

け
て

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。

1
□

私
は

学
位

授
与

日
か

ら
1
年

以
内

に
博

士
学

位
論

文
の

全
文

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

公
表

す
る

こ
と

に
同

意
致

し
ま

す
。

公
表

開
始

可
能

日

2
□

私
は

以
下

の
や

む
を

得
な

い
事
情

に
よ

り
博

士
学

位
論

文
の

全
文

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
よ

る
公

表
が

で
き

な
い

た
め

、

｢
論

文
の

要
旨

｣
を

｢
論

文
の

要
約

｣
と

し
て

公
表

す
る

こ
と

に
同

意
致

し
ま

す
。
な

お
、
や

む
を

得
な

い
事

情
が

解
消

さ
れ

た

際
に

は
、

大
学

へ
連

絡
の

上
、

博
士

学
位

論
文

の
全

文
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
公

表
す

る
こ

と
に

同
意

致
し

ま
す

。

2-
1

□
立

体
形

状
に

よ
る

表
現
を

含
ん

で
い

る

2-
2

□
著

作
権

や
個

人
情

報
に
係

る
制

約
が

あ
る

2-
3

□
出

版
刊

行
、

学
術

ジ
ャ

ー
ナ

ル
掲

載
、

特
許

の
申

請
な

ど
の

予
定

が
あ

る

2-
4

□
そ

の
他

の
や

む
を

得
な
い

事
情

2
に

該
当

す
る

場
合

は
、

以
下

に
事

由
等

を
明

示
す

る
こ

と
。

1
年

以
上

公
表

で
き

な
い

事
由

の
詳

細

全
文

の
公

表
開

始
日

（
未

定
の

場
合

は
そ

の
理

由
）

年
月

日

（
※

大
学

使
用

欄
：

以
下

に
は

何
も

記
入

し
な

い
こ

と
）

学
位

授
与

日
年

月
日

特
記

事
項
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様
式
Ｄ
－
１
８

Ｒ
－
１
７

年
月

  
  
日

東
京
都
市
大
学
大
学
院

総
合
理
工
学
研
究
科
長

殿

博
士
学
位
論
文
の
公
表
に
関
す
る
報
告
書

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
表
を
保
留
に
し
て
い
た
、
私
が
執
筆
し
た
下
記
の
博
士
論
文
の
全
文
に
つ
い
て
、
や
む
を

得
な
い
事
由
が
解
消
し
ま
し
た
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
表
を
お
願
い
し
ま
す
。

学
位
授
与
者
情
報

学
籍
番
号

（
博
士
後
期
課
程
の
み
）

学
位
授
与
者
氏
名

印

専
攻
名

指
導
教
員

論
文
題
目

連
絡
先

〒 Te
l：

E-
m

ai
l：

提
出
先

東
京
都
市
大
学
教
学
課
大
学
院
担
当
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（
注
意
）
論
文
主
題
が
外
国
語
の
場
合
は
、
日
本
語
の
訳
文
を
（

）
を
付
し
て
記
入
す
る
こ
と
。

様
式
Ｒ
－
１

論
文
の
概
要
（
和
文
）

（
2,
00

0字
程
度
）

論
文
提
出
者

論
文
の
提
出
を

受
け
た
教
授

論
文
主
題

（
論
文
概
要
）

備
考
(
１
)
既
に
印
刷
公
表
し
た
も

の
に

つ
い
て

は
、
そ
の

方
法

お
よ

び
年
月

日
、
未
公

表
の

も
の

に
つ
い

て
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
  
公
表
の
方
法
お
よ
び
時

期
を

題
名
の

下
に
記
入

す
る

こ
と

。

(
２
)
論
文
の
題
名
が
外
国
語
の

場
合

は
、

日
本
語

の
訳
文
を

（
）
を

付
し
て

記
入
す

る
こ

と
。

様
式
Ｒ
－
２

学
会
誌
等
に
発
表
し
た
論
文
の
目
録

論
文
提
出
者
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様
式
Ｒ
－
３

履
歴

書

フ
リ
ガ
ナ

氏
名

男
・
女

生
年
月
日

年
月

日
生

本
籍

現
住
所
〒

℡

学
歴
（
高
等
学
校
以
上
）

職
歴

（
注
）
研
究
歴
中
、
学
会
誌
等
に
発
表
さ
れ
た
も
の
は
既
に
印
刷
公
表
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
学
術
論
文
部
門
、

講
演
等
に
よ
る
発
表
の
も
の
は
研
究
発
表
部
門
に
区
別
し
て
記
入
す
る
こ
と
。

様
式
Ｒ
－
４

研
究

歴

論
文
提
出
者

著 書

書
名

発
行
所

発
行
年
月
日

学 術 論 文

論
文

名
発
表
誌
名

発
表
年
月
日

研 究 発 表

題
  

  
  

  
  

  
名

発
表
機
関

発
表
年
月
日
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様
式
Ｒ
－
５

年
月

日

東
京
都
市
大
学

大
学
院

総
合
理
工
学
研
究
科

専
攻

博
士
後
期
課
程

教
授

 
 
 
 
 
 
 
 

殿

氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

論
文
発
表
会
の
開
催
願
書

博
士

(工
学

)/博
士

(理
学

)*の
学
位
請
求
に
先
立
ち
、
下
記
学
位
論
文
の
発
表
会
を
開
催
し
て
頂
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

＊
本
学
が
適
当
と
認
め
た
場
合
に
博
士

(学
術

)を
授
与
す
る
場
合
が
あ
る
。

論
文

主
題

論
文

概
要

様
式
Ｒ
－
６

年
  

  
月

  
  

日

東
京
都
市
大
学

大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
長

殿

大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科

  
  

  
  

 専
攻

主
任
教
授

 
 
 
 
 
 

論
文
発
表
会
開
催
願

博
士

(工
学

)/博
士

(理
学

)*の
学
位
請
求
に
先
立
ち
、
下
記
学
位
論
文
の
発
表
会
を
開
催
し
て
頂
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

記

フ
リ

ガ
ナ

（
年

月
日
生
）

論
文
提
出
者

論
文

主
題

＊
本
学
が
適
当
と
認
め
た
場
合
に
博
士

(学
術

)を
授
与
す
る
場
合
が
あ
る
。

［
参

考
］

論
文
提
出
者
の
略
歴

現
住

所
〒

℡

勤
務
先
・
職
名

勤
務

先
住

所
〒

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  ℡

最
終

学
歴

 
 
 
 
 
 
年

月
日

卒
業

・
修
了

職
歴

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日

年
月

日
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様
式
Ｒ
－
７

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 年
  

  
月

  
  

日

東
京
都
市
大
学
学
長

殿

総
合
理
工
学
研
究
科
長
 
 
 
 

 
 
 
 

大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科

 
 
 
 
 
 
専
攻

主
任
教
授
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
位

論
文

受
理

願

記

フ
リ

ガ
ナ

（
 
 
 
 
年

月
日
生
）

論
文
提
出
者

論
文

主
題

［
参

考
］

論
文

提
出

者
の

略
歴

現
住

所
〒

（
 
 
 
 
）

勤
務
先
・
職
名

勤
務

先
住

所
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
（
 
 
 
 
）

最
終

学
歴

 
 
 
 
 
 
年

月
日

卒
業

・
修
了

職
歴

年
月

日

年
月

日

年
月

日

様
式
Ｒ
－
８

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 年
  

  
月

  
  

日

東
京
都
市
大
学
学
長

殿

総
合
理
工
学
研
究
科
長
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科

専
攻

主
任
教
授
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
位
論
文
審
査
委
員
会
委
員
候
補
者
審
議
願

学
位
論
文
審
査
委
員
会
委
員
候
補
者
と
し
て
下
記
の

名
を
専
攻
に
お
い
て
選
出
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
大
学
院
総
合

理
工
学
研
究
科
委
員
会
に
て
ご
審
議
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記

［
学
位
論
文
提
出
に
よ
る
博
士
の
学
位
審
査
扱
い
］

論
文

提
出

者

論
文

主
題

委 員 候 補 者

専
攻

名
氏

名

主 査 委 員
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様
式
Ｒ
－
９

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日

学
位

請
求

書

東
京
都
市
大
学
学
長

殿

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
指
導
教
員

 
 
 
 
 
 
 
 

承
認

印

学
位
請
求
者

印

私
は

、
東

京
都

市
大

学
学

位
規

程
第

５
条

第
３

項
に

よ
り

博
士

(
工

学
)
/
博

士
(
理

学
)
の

学
位

*
を

請

求
し

た
い

の
で

、
下

記
関

係
書

類
を

添
え

て
提

出
致

し
ま

す
。

記

１
．
学
位
論
文

部

論
文

主
題

（
注

）
論

文
主

題
が

外
国

語
の

場
合

は
、

日
本

語
の

訳
文

を
(
 
 
 
)
を

付
し

て
記

入
す

る
こ

と
。

２
．

学
位

論
文

要
旨

(
学

位
論

文
に

綴
る

こ
と

)
部

イ
．

和
文

(
２

,
０

０
０

字
程

度
)

様
式

Ｒ
－

1
0

部

ロ
．

欧
文

(
５

０
０

語
程

度
)

様
式

Ｒ
－

1
1

部

３
．

主
要

論
文

別
冊

部

４
．

主
要

論
文

目
録

様
式

Ｒ
－

２
部

５
．

履
歴

書
様

式
Ｒ

－
３

部

６
．

研
究

歴
様

式
Ｒ

－
４

部

７
．

戸
籍
謄
本
、
戸
籍
抄
本
又
は
本
籍
地
（
国
籍
）
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し

１
通

８
．

最
終

学
校

の
卒

業
証

明
書

１
通

９
．

論
文

審
査

料
(
払

込
用

紙
領

収
印

が
押

印
さ

れ
た

も
の

の
写

し
)

１
部

＊
本

学
が

適
当

と
認

め
た

場
合

に
博

士
(
学

術
)
を

授
与

す
る

場
合

が
あ

る
。

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
キ

リ
ト

リ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

学
位

請
求

書
類

受
領

書
論

文
提

出
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
年

 
 
 
 
月

 
 
 
 
日

殿

提
出

書
類

等
部

数

1
.
論

文
部

2
.
論

文
要

旨
各

様
式

R
-
1
0
､
1
1

部

3
.
主

要
論

文
別

冊
部

4
.
主

要
論

文
目

録
様

式
R
-
２

部

5
.
履

歴
書

様
式

R
-
３

部

6
.
研

究
歴

様
式

R
-
４

部

7
.
戸
籍
謄
本
、
戸
籍
抄
本
又
は
本
籍
地
（
国
籍
）
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し

１
通

8
.
卒

業
証

明
書

１
通

9
.
論

文
審

査
料

(
払

込
用

紙
の

写
し

)
１

部

教
学
課
受
付
印

（
注
意
）
論
文
主
題
が
外
国
語
の
場
合
は
、
日
本
語
の
訳
文
を
（

）
を
付
し
て
記
入
す
る
こ
と
。

様
式
Ｒ
－
１
０

論
文

の
要

旨
（
和
文
）

（
2,
00

0字
程
度
）

論
文
提
出
者

論
文
主
題

（
論
文
要
旨
）
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（
注
意
）
論
文
主
題
が
外
国
語
の
場
合
は
、
日
本
語
の
訳
文
を
（

）
を
付
し
て
記
入
す
る
こ
と
。

様
式
Ｒ
－
１
１

論
文
の
要
旨
（
欧
文
）

（
50
0語
程
度
）

論
文
提
出
者

論
文
主
題

（
論
文
要
旨
）

様
式

Ｒ
－

１
２

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年

月
 
 
 
 
日

東
京

都
市

大
学

学
長

殿

総
合

理
工

学
研

究
科

長
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主
査

 
 
 
印

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

委
員

委
員

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

委
員

委
員

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

委
員

委
員

 
 

 
 

 

学
位

論
文

審
査

及
び

学
力

確
認

結
果

報
告

書

学
位

請
求

者

請
求

学
位

*
１

い
ず

れ
か

に
○

を
付

し
て

く
だ

さ
い

博
士

(
工

学
)

博
士

(
理

学
)

該
当

す
る

専
攻

名

論
文

主
題

論
文

判
定

結
果

年
月

日
合

格
・

不
合

格

学
力

判
定

結
果

年
月

日

専
攻

学
術

合
格

・
不

合
格

外
国

語
合

格
・

不
合

格

専
攻

内
構

成
員

数
*
2

と
判

定
結

果

年
月

日

合
格

・
不

合
格

構
成

員
数

：
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 

可
：

名
否

：
名

無
効

：
名

欠
席

：
名

＊
1
本

学
が

適
当

と
認

め
た

場
合

に
博

士
(
学

術
)
を

授
与

す
る

場
合

が
あ

る
。

＊
2
構

成
員

：
Ｄ

○
合

有
資

格
者

（
注

）
判

定
の

結
果

は
、

合
格

、
不

合
格

の
い

ず
れ

か
に

○
を

付
す

こ
と

。
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様
式
Ｒ
－
１
３

論
文
審
査
結
果
の
要
旨

（
2,
00

0字
以
上
）

学
位
請
求
者

論
文
審
査
担
当
者

主
査

委
員

様
式
Ｒ
－
１
４

学
力
確
認
結
果
の
要
旨

学
位
請
求
者

論
文
審
査
担
当
者

主
査

委
員

１
．
専
攻
学
術
に
関
す
る
試
験

２
．
外
国
語
試
験
（
１
外
国
語
）

173 174

各
種
様
式



様
式
Ｒ
－
１
５

（
大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
委
員
会
報
告
用
書
式
）

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
  
年

月
  

  
日

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
報
告
者
（
主
査
）：

 
 
 
 
 
 

研
究

概
要

報
告

書

学
位
請
求
者

氏
名

該
当
す
る

専
攻
名

論
文
主
題

キ
ー
ワ
ー
ド

（
４
～
８
つ
程
度
）

対
象
と
す
る

理
工
学
分
野

研
究
目
的

ま
た

は

研
究
内
容

主
た
る
成
果

お
よ
び
特
色

工
学
的
意
義

独
創

性

な
ど

そ
の
他

特
記
事
項

173 174

各
種
様
式



様
式

Ｄ
－
１
７

Ｒ
－

１
６

年
月

  
  

日

東
京
都
市

大
学
大

学
院

総
合

理
工
学
研

究
科
長

殿

博
士
学
位

論
文
の

公
表
に

関
す

る
確
認
書

学
位
規

則
第
９

条
及
び

東
京

都
市
大
学

学
位
規

程
第
１

４
条

に
定
め
る

博
士
学

位
論
文

の
公

表
に
つ
い

て
、
以
下

の
と
お

り
申

請
し
、
東

京
都
市

大
学
学

術
リ

ポ
ジ
ト
リ

に
登
録

し
て
イ

ン
タ

ー
ネ
ッ
ト

公
表
す

る
こ
と

に
同

意
致
し
ま

す
。

な
お

、
当
該

博
士
学

位
論
文
（
全
文

ま
た
は

要
約

）
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
表

す
る
こ

と
に

よ
っ
て

、
申
請

者
の
他

に
帰
属

す

る
著
作
権

等
の
権

利
を
侵

害
す

る
こ
と
は

あ
り
ま

せ
ん
。

学
籍
番
号

（
博
士
後

期
課
程

の
み
）

学
位
請
求

者
氏
名

印

専
攻
名

指
導
教
員

論
文
題
目

連
絡
先

〒 Te
l：

E-
m

ai
l：

※
博
士
学

位
論
文

の
イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト
公

表
に
つ

い
て

、
以
下

の
□
に

「
レ
」

を
付
け
て

提
出

し
て
く
だ

さ
い
。

1
□

私
は
学

位
授
与

日
か

ら
1
年
以
内

に
博
士

学
位
論

文
の
全
文
を

イ
ン
タ

ー
ネ
ッ

ト
公

表
す
る
こ

と
に
同

意
致
し

ま
す

。

公
表
開
始

可
能
日

2
□

私
は
以

下
の
や

む
を

得
な

い
事
情

に
よ

り
博
士

学
位

論
文

の
全
文

を
イ

ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る
公

表
が

で
き
な

い
た

め
、

｢
論
文
の
要
旨
｣
を
｢
論

文
の
要

約
｣
と
し
て
公

表
す
る

こ
と
に

同
意
致
し

ま
す
。
な

お
、
や

む
を
得
な
い

事
情
が

解
消
さ

れ
た

際
に
は
、

大
学
へ

連
絡
の

上
、

博
士
学
位

論
文
の

全
文
を

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ

ト
公
表

す
る
こ

と
に

同
意
致
し

ま
す
。

2-
1

□
立
体
形

状
に

よ
る

表
現
を
含

ん
で
い

る

2-
2

□
著
作
権

や
個

人
情

報
に
係
る

制
約
が

あ
る

2-
3

□
出
版
刊

行
、

学
術

ジ
ャ
ー
ナ

ル
掲
載

、
特
許

の
申

請
な
ど
の

予
定
が

あ
る

2-
4

□
そ
の
他

の
や

む
を

得
な
い
事

情

2
に
該
当

す
る
場

合
は
、

以
下

に
事
由
等

を
明
示

す
る
こ

と
。

1
年
以
上

公
表
で

き
な
い

事
由

の
詳
細

全
文
の
公

表
開
始

日

（
未
定
の

場
合
は

そ
の
理

由
）

年
月

日

（
※
大
学

使
用
欄

：
以
下

に
は

何
も
記
入

し
な
い

こ
と
）

学
位
授
与

日
年

月
日

特
記
事
項

様
式
Ｄ
－
１
８

Ｒ
－
１
７

年
月

  
  
日

東
京
都
市
大
学
大
学
院

総
合
理
工
学
研
究
科
長

殿

博
士
学
位
論
文
の
公
表
に
関
す
る
報
告
書

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
表
を
保
留
に
し
て
い
た
、
私
が
執
筆
し
た
下
記
の
博
士
論
文
の
全
文
に
つ
い
て
、
や
む
を

得
な
い
事
由
が
解
消
し
ま
し
た
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
表
を
お
願
い
し
ま
す
。

学
位
授
与
者
情
報

学
籍
番
号

（
博
士
後
期
課
程
の
み
）

学
位
授
与
者
氏
名

印

専
攻
名

指
導
教
員

論
文
題
目

連
絡
先

〒 Te
l：

E-
m

ai
l：

提
出
先

東
京
都
市
大
学
教
学
課
大
学
院
担
当
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各
種
様
式



  
  

  
年

  
  

 月
  

  
 日

東
京
都
市

大
学
学
長

殿

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専
攻

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

専
攻

主
任

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 印

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
学
位
論
文
審
査
委
員
会
委
員
委
嘱
願

論
文
提
出
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
の
、
学
位
論
文
審
査
委
員
会
の
委
員
に
右
記
の
方
を

委
嘱
し
た
い
の
で
、
ご
配
慮
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

論
文
審
査
委
員
会
主
査

 
 
 
 
 
 
 

論
文

  
 主

題

委
嘱
期
間

＊
１

  
  

 年
  

  
 月

  
  

 日
～

  
  

 年
  

  
 月

  
  

 日

審
査
委
員
会
開
催
回
数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回

審
査
委
員
会
開
催
日

＊
2

審
査
委
員
会
１
回

あ
た
り
の
拘
束
時
間

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時
間

＊
１
：
委
嘱
期
間
は
、
研
究
科
委
員
会
に
よ
る
審
査
委
員
決
定
後
、
本
用
紙
ご
提
出
日
付
よ
り
１
週
間
以
上
後

か
ら
の
期
間
と
し
て
下
さ
い
。
（
委
嘱
願
提
出
先
大
学
で
の
処
理
に
時
間
を
要
す
る
た
め
）

＊
２
：
審
査
委
員
会
開
催
日
は
、
上
記
委
嘱
期
間
内
と
し
て
下
さ
い
。

【
審
査
員
詳
細
】

氏
名

生
年

月
日

年
月

日
（

歳
）

本
務

先
職

名

本
務

連
絡

先
〒

℡
（

）

ご
自

宅
連

絡
先

〒

℡
（

）

委
嘱

状
送

付
先

審
査

員
の

ご
本

務
先

に
委

嘱
状

を
送

付
し

ま
す

の
で

、
先

方
の

学
長
・
学

部
長

な
ど

宛
て

先
を

ご
記

入
下

さ
い

。

大
学

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
学

部

職
名

 
 

 
 
 

 
 
 

 
氏

名

略 歴

年
月

～
 

 
 

 
年

月

年
月

～
 

 
 

 
年

月

年
月

～
 

 
 

 
年

月

年
月

～
 

 
 

 
年

月

年
月

～
 

 
 

 
年

月

年
月

～
 

 
 

 
年

月

本
学

ま
で

の

経
路

順
路

交
通

方
法

（
Ｊ

Ｒ
、

社
線

、
バ

ス
等

の
別

を
記

入
）

区
間

（
最

短
経

路
で

記
入

）

１ ２ ３ ４

審
査

料
等

お
振

込
口

座

＊
３

振
込

指
定

銀
行

名
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
銀

行

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
信

用
金

庫
支

店

預
金

種
別

１
．

普
通

２
．

当
座

３
．

貯
蓄

４
．

そ
の

他

預
金

口
座

番
号

店
番

口
座

番
号

預
金

口
座

名
義

(※
本

人
名

義
)

フ
リ

ガ
ナ

名
義

人
名

＊
３
・

外
部
委
嘱
者
へ

の
お
振
込
み
は
謝
礼
（
審
査
料
）
５
万
円

(税
引
き
後

)お
よ
び
交
通
費
（
実
費

2
日
分
）
と
な
り
ま
す
。

・
振
込
口
座
の
情
報
は
本
件
に
関
す
る
振
込
み
に
限
り
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
本
人
名
義
の
口
座
の
み
振
込
み
可
と
な
り
ま
す
。

・
飛
行
機
を
ご
利
用
の
際
の
み
領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

教
学

課
書

式

  
  

  
年

  
  

 月
  

  
 日

東
京
都
市

大
学
学
長

殿

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専
攻

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

専
攻

主
任

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 印

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
学
位
論
文
審
査
委
員
会
委
員
委
嘱
願

論
文
提
出
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
の
、
学
位
論
文
審
査
委
員
会
の
委
員
に
右
記
の
方
を

委
嘱
し
た
い
の
で
、
ご
配
慮
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

論
文
審
査
委
員
会
主
査

 
 
 
 
 
 
 

論
文

  
 主

題

委
嘱
期
間

＊
１

  
  

 年
  

  
 月

  
  

 日
～

  
  

 年
  

  
 月

  
  

 日

審
査
委
員
会
開
催
回
数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回

審
査
委
員
会
開
催
日

＊
2

審
査
委
員
会
１
回

あ
た
り
の
拘
束
時
間

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時
間

＊
１
：
委
嘱
期
間
は
、
研
究
科
委
員
会
に
よ
る
審
査
委
員
決
定
後
、
本
用
紙
ご
提
出
日
付
よ
り
１
週
間
以
上
後

か
ら
の
期
間
と
し
て
下
さ
い
。
（
委
嘱
願
提
出
先
大
学
で
の
処
理
に
時
間
を
要
す
る
た
め
）

＊
２
：
審
査
委
員
会
開
催
日
は
、
上
記
委
嘱
期
間
内
と
し
て
下
さ
い
。

【
審
査
員
詳
細
】

氏
名

生
年

月
日

年
月

日
（

歳
）

本
務

先
職

名

本
務

連
絡

先
〒

℡
（

）

ご
自

宅
連

絡
先

〒

℡
（

）

委
嘱

状
送

付
先

審
査

員
の

ご
本

務
先

に
委

嘱
状

を
送

付
し

ま
す

の
で

、
先

方
の

学
長
・
学

部
長

な
ど

宛
て

先
を

ご
記

入
下

さ
い

。

大
学

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
学

部

職
名

 
 

 
 
 

 
 
 

 
氏

名

略 歴

年
月

～
 

 
 

 
年

月

年
月

～
 

 
 

 
年

月

年
月

～
 

 
 

 
年

月

年
月

～
 

 
 

 
年

月

年
月

～
 

 
 

 
年

月

年
月

～
 

 
 

 
年

月

本
学

ま
で

の

経
路

順
路

交
通

方
法

（
Ｊ

Ｒ
、

社
線

、
バ

ス
等

の
別

を
記

入
）

区
間

（
最

短
経

路
で

記
入

）

１ ２ ３ ４

審
査

料
等

お
振

込
口

座

＊
３

振
込

指
定

銀
行

名
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
銀

行

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
信

用
金

庫
支

店

預
金

種
別

１
．

普
通

２
．

当
座

３
．

貯
蓄

４
．

そ
の

他

預
金

口
座

番
号

店
番

口
座

番
号

預
金

口
座

名
義

(※
本

人
名

義
)

フ
リ

ガ
ナ

名
義

人
名

＊
３
・

外
部
委
嘱
者
へ

の
お
振
込
み
は
謝
礼
（
審
査
料
）
５
万
円

(税
引
き
後

)お
よ
び
交
通
費
（
実
費

2
日
分
）
と
な
り
ま
す
。

・
振
込
口
座
の
情
報
は
本
件
に
関
す
る
振
込
み
に
限
り
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
本
人
名
義
の
口
座
の
み
振
込
み
可
と
な
り
ま
す
。

・
飛
行
機
を
ご
利
用
の
際
の
み
領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

教
学

課
書

式
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式



○
○
○
○
年
○
月
○
日

教
職
員
各
位

大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
長

○
○
○
○

博
士
論
文
発
表
会
の
ご
案
内

こ
の
度
、
○
○

○
○
氏
よ
り
学
位
請
求
論
文
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
論
文

発
表
会
を
下
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。
ご
多
忙
中
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ご
出
席
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

日
時
：

○
○
○
○
年
○
月
○
日
（
○
）
○
時
～

場
所
：

東
京
都
市
大
学
○
号
館

○
階
○

論
文
提
出
者
：

○
○

○
○
氏

論
文
題
目
：
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

司
会
：

○
○

○
○
教
授

○
○
○
○
氏
略
歴

昭
和
○
年
○
月
○
○
大
学
工
学
部
○
○
工
学
科
卒
業

昭
和
○
年
○
月
○
○
○
○
○
株
式
会
社

入
社

平
成
○
年
○
月
同

○
○
事
業
所
○
○
○
○
開
発
所
属

現
在
に
至
る

以
上

任
意
書
式
・
課
程
博
士

＜
注
意
事
項
＞

赤
字
○
部
分
は
、
必
要
に
応
じ
て
書
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
左
上
の
任
意
書
式
・
課
程
博
士
に
つ
い
て
は
、
削
除
し
て
く
だ
さ
い
。

○
○
○
○
年
○
月
○
日

教
職
員
各
位

大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
長

○
○
○
○

博
士
論
文
発
表
会
の
ご
案
内

こ
の
度
、
○
○

○
○
氏
よ
り
学
位
請
求
論
文
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
東
京

都
市
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
学
位
論
文
提
出
に
よ
る
博
士
の
学
位
審
査
取
扱
規
程
第
１
０

条
の
２
に
基
づ
き
、
論
文
発
表
会
を
下
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。
ご
多
忙
中
と
は
存
じ
ま

す
が
、
ご
出
席
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

日
時
：

○
○
○
○
年
○
月
○
日
（
○
）
○
時
～

場
所
：

東
京
都
市
大
学

○
号
館

○
階
○

論
文
提
出
者
：

○
○
○
○
氏

論
文
題
目
：
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

司
会
：

○
○
○
○
教
授

○
○
○
○
氏
略
歴

昭
和
○
年
○
月
○
○
大
学
工
学
部
○
○
工
学
科
卒
業

昭
和
○
年
○
月
○
○
○
○
○
株
式
会
社

入
社

平
成
○
年
○
月
同
○
○
事
業
所
○
○
○
○
開
発
所
属

現
在
に
至
る

以
上

任
意
書
式
・
論
文
博
士

＜
注
意
事
項
＞

赤
字
○
部
分
は
、
必
要
に
応
じ
て
書
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
左
上
の
任
意
書
式
・
課
程
博
士
に
つ
い
て
は
、
削
除
し
て
く
だ
さ
い
。
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